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林
羅
山
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
に
關
す
る
考
察

関

雅

泉

要

旨
江
戸
時
代
初
期
の
幕
府
の
朝
鮮
に
對
す
る
外
交
政
策
上
、
通
信
使
の
招
待
は
重
要
な
政
策
で
あ
り
、
日
朝
兩
國
の
政
治
、
文
化
、
經
濟
な
ど
の

交
流
を
促
す
の
に
、
深
い
意
味
が
あ
っ
た
。

永
十
三
年
の
朝
鮮
通
信
使
の
來
日
に
際
し
て
、
林
羅
山
は
幕
府
の
文
教
、
外
交
の
責
任
者
と
し
て

通
信
使
と
交
渉
し
た
。「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」は
、
羅
山
が

永
十
三
年
に
著
し
た
外
交
書
簡
で
あ
り
、
羅
山
の
學
問
と
思
想
的
特
徴
の
一
端
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」を
中
心
に
、
そ
の
成
立
背
景
及
び
羅
山
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
書
簡
に
お

け
る
通
信
使
へ
の
七
つ
の
質
問
に
つ
い
て
詳
ら
か
に
分
析
し
、
そ
こ
に
見
え
る
羅
山
の
思
想
と
意
圖
を

證
し
て
み
た
い
。
羅
山
は
朝
鮮
の
學
者

に
對
し
て
、
高
い
見
識
を
示
し
た
が
、
そ
の
質
問
は
中
國
の
思
想
と
歴
史

の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
書
簡
に

は
、
朝
鮮
を
日
本
の
藩
國
と
み
な
す
意
圖
が
窺
え
、
彼
の
強
い
國
家
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。

は
じ
め
に

「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」（『
羅
山
林
先
生
文
集
』

第
十
四
「
外
國
書
下
」
所
収
）

は
、
林
羅
山
一

（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
）
が

永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
十
二

月
八
日
に
著
し
、
個
人
的
に
朝
鮮
通
信
使
の
任

二（
一
五
七
九
〜
一
六
四
四
）、

金
世

三

（
一
五
九
三
〜
一
六
四
六
）、

四

（
一
六
〇
四
〜
一
六
五
六
）
の
三

人
に
宛
て
た
最
初
の
書
簡
で
あ
る
。

朝
鮮
通
信
使
と
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
李
氏
朝
鮮
か
ら

幕
府
へ
派
遣
さ
れ
た
政
府
間
の
使
節
團
で
あ
る
。
十
五
世
紀
の
初
め
、
室
町
幕

府
の
三
代
將
軍
足
利
義
滿
（
一
三
五
八
〜
一
四
〇
八
）
と
李
氏
朝
鮮
の
第
三
代

國
王
李
芳
遠
（
一
三
六
七
〜
一
四
二
二
）
が
、
明
朝
の
皇
帝
に
よ
っ
て
國
王
と

し
て
冊
封
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
と
朝
鮮
は
華
夷
秩
序
の
も
と
に
平
等
の

國
と
な
っ
た
。
足
利
義
滿
は
積
極
的
に
明
朝
や
朝
鮮
と
の
貿
易
を
展
開
し
、
朝

鮮
へ
使
者
を
派
遣
し
た
。
こ
れ
に
對
し
て
、
李
氏
朝
鮮
も
返
禮
と
し
て
、
國
書

を
携
帶
し
た
使
節
團
を
日
本
へ
派
遣
し
、
足
利
將
軍
に
謁
見
さ
せ
た
。

通
信
使
の
派
遣
は
日
韓
両
國
の
文
化
交
流
の
重
要
な
手
段
で
あ
り
、
朝
廷
の
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主
な
外
交
政
策
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
は
、
朝
鮮
通
信
使
は
三
回
來
日
し
、
豐

臣
秀
吉
（
一
五
三
六
〜
一
五
九
八
）
が
全
國
統
一
を
成
し
遂
げ
た
後
も
、
朝
鮮

側
は
、
日
本
へ
使
者
を
二
度
派
遣
し
た
。
し
か
し
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵（
文
祿
・

慶
長
の
役
）
に
よ
り
、
日
韓
両
國
の
關
係
は

化
し
、
外
交
が
途
絶
え
た
。

江
戸
時
代
に
は
朝
鮮
か
ら
再
び
使
者
を
派
遣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
慶
長
十

二
年
（
一
六
〇
七
）
か
ら
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
か
け
て
十
二
回
派
遣
し

た
。
そ
の
中
、
最
初
の
三
回
の
使
者
の
來
日
目
的
は
、
德
川
幕
府
の
朝
鮮
國
王

へ
の
返
答
の
要
求
と
、
文
祿
・
慶
長
の
役
で
捕
虜
と
な
っ
た
朝
鮮
人
の
釋
放
要

求
に
あ
っ
た
。
朝
鮮
側
で
は
「
回
答
兼
刷
還
使
」
と
呼
ん
で
い
る
。

永
十
三

年
の
第
四
回
目
か
ら
、
朝
鮮
側
は
「
善
隣
友
好
」
を
目
的
と
し
た
朝
鮮
使
者
團

を
「
通
信
使
」
と
改
名
し
た
。
德
川
幕
府
が
朝
鮮
通
信
使
を
接
待
し
、
林
羅
山

は
最
初
の
六
回
に
參
加
し
た
。
第
四
回
目
か
ら
、
羅
山
は
幕
府
の
外
交
に
深
く

關
與
し
、
朝
鮮
使
者
と
交
渉
し
て
い
た
。

永
十
年
（
一
六
三
三
）、
德
川
幕
府
は
德
川
將
軍
を
「
大
君
」
と
呼

す
る

よ
う
朝
鮮
に
傳
え
、

永
十
三
年
、
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
通
信
使
は
「
大
君
」

號
を
正
式
に
使
用
し
、
大
君
外
交
體
制
が
確
立
さ
れ
た
。
羅
山
は
、
體
制
の
革

新
の
主
要
な
推
進
者
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

中
國
で
は
、
從
來
、
林
羅
山
と
朝
鮮
通
信
使
と
の
交
渉
に
關
す
る
研
究
は
な

か
っ
た
が
、
日
本
で
は
、
阿
部
吉
雄
五

、
李
元
植
六

、
金
仙
熙
七

は
林
羅
山
と
朝
鮮

通
信
使
の
關
わ
り
に
論
及
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
林
羅
山
が
朝
鮮
通
信
使
に
宛

て
た
書
簡
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
に
關
す
る
研
究
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本

稿
で
は
、
林
羅
山
の
書
簡
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
を
中
心
に
、
當
時
の
日
朝
の

歴
史
背
景
や
羅
山
の
思
想
的
特
徴
に
つ
い
て
詳
細
に

證
し
て
み
た
い
。

「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」を
中
心
と
し
て

證
す
る
理
由
は
、
主
に
以
下
の
三
點

で
あ
る
。
第
一
に
、
江
戸
時
代
に
朝
鮮
側
が
初
め
て
「
通
信
使
」
と
し
て
使
者

を
派
遣
し
た
時
の
書
簡
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
羅
山
が
幕
府
の
文
教
と
外

交
を
担
當
し
、
日
本
の
大
君
外
交
體
制
確
立
に
寄
與
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
、「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」は
羅
山
個
人
が
使
者
に
宛
て
た
書
簡
で
、
羅
山

の
思
想
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

一
、「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
の
成
立
背
景
及
び
羅
山
の
見
解

「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」は
、
羅
山
が
幕
府
の
文
教
、
外
交
の
責
任
者
と
な
っ
て

か
ら
、
個
人
的
に
朝
鮮
通
信
使
に
宛
て
た
最
初
の
書
簡
で
あ
る
。
慶
長
十
五
年

（
一
六
一
〇
）、
羅
山
は
勅
令
に
よ
り
初
め
て
幕
府
の
外
交
文
書
「
遣
大
明
國
」

（『
羅
山
林
先
生
文
集
』

第
十
二
所
収
）
を
起
草
し
、
五
山
八

の
僧
が
外
交
文
書

起
草
を
獨
占
し
て
い
た
慣
例
を
打
ち
破
っ
た
。
同
時
に
、「
遣
福
建
道
陳
子
貞
」

も
執
筆
し
た
。
そ
の
後
の
一
年
間
に
、
羅
山
は
「
答
南

舶
主
」「
諭
阿

港
」

「
寄
阿

港
父
老
」「
諭
阿

港
諸
老
」「
呈
呂
宋
國
王
」「
呈
占
城
國
主
」（
以
上

『
羅
山
林
先
生
文
集
』

第
十
二
所
収
）な
ど
の
六
つ
の
外
交
文
書
を
起
草
し
た
。

し
か
し
、
慶
長
十
七
年
か
ら
、
二
代
將
軍
秀
忠
は
外
交
文
書
起
草
の
事
務
を
金

地
院
崇
傳
（
一
五
六
九
〜
一
六
三
三
、
臨
濟
宗
禪
僧
）
に
引
き

が
せ
た
。
そ

の
時
か
ら
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
至
る
ま
で
、
羅
山
は
一
度
も
國
書
を
起

草
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

元
和
九
年（
一
六
二
三
）、
秀
忠
が
將
軍
職
を
三
代
家
光
に
譲
る
と
、
同
年
閏

八
月
、
羅
山
は
再
び
國
書
「
答
暹
羅
國
」
を
起
草
し
、

永
元
年
（
一
六
二
五
）

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
六
号
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に
「
寄
朝
鮮
國
副
使
姜
弘
重
」、
二
年
に
「
答
大
明
福
建
都
督
」
を
起
草
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
、
幕
府
の
外
交
文
書
起
草
の
事
務
は
次
第
に
羅
山
の
担
當
と
な
っ

た
。

永
十
年
に
、
崇
傳
が
死
去
し
て
か
ら
、
羅
山
が
幕
府
の
文
教
、
外
交
の

實
權
を
掌
握
し
た
。

永
十
二
年
に
、
對
馬
藩
主
の
宗
義
成
（
一
六
〇
四
〜
一

六
五
七
）
が
、
幕
府
と
李
氏
朝
鮮
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
國
書
を
偽
造
し
、
家
臣

の
柳
川
調
興
（
一
六
〇
三
〜
一
六
八
四
）
に
告
發
さ
れ
る
と
い
う
「
柳
川
一
件
」

が
起
こ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
君
臣
間
の
不
和
で
あ
る
御
家
事
件
か
ら
、
後
に

國
家
間
の
外
交
的
な
事
件
と
な
っ
た
。
こ
の
「
柳
川
一
件
」
が
發
生
し
て
か
ら
、

羅
山
は
幕
府
の
李
氏
朝
鮮
へ
の
國
書
起
草
の
事
務
、
及
び
朝
鮮
通
信
使
と
の
往

復
書
簡
の
仕
事
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

永
十
三
年
の
通
信
使
と
の
交
渉
で
は
、
羅
山
は
「
日
本
國
大
君
」
を
幕
府

將
軍
の
正
式
な
外
交

號
と
し
て
使
い
、
そ
し
て
、
初
め
て
日
本
の
年
號
、
つ

ま
り
「

永
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
」
を
書
簡
の
最
後
に
記
し
た
。『
羅
山
先

生
文
集
』
の
編
集
者
で
あ
る
息
子
の
林
鵞
峰
は
、
日
本
の
年
號
を
用
い
た
こ
と

に
つ
い
て
、

此
の
教
書
、
高
低
平
頭
、
本
書
の
式
の
如
し
。
是
よ
り
先
、
朝
鮮
來
貢

す
る
こ
と
數
回
、
足
利
家
の
舊
例
に
隨
ひ
、
禪
林
の
徒
を
し
て
返
簡
を
裁

せ
し
む
。
今
般
先
生
此
の
事
に
預
か
る
。
又
舊
例
朝
鮮
に
遣
は
す
に
、
書

す
る
に
た
だ
干
支
を
記
す
の
み
。
今
般
初
め
て
年
號
を
記
す
。（『
羅
山
林

先
生
文
集
』

第
十
三
「
外
國
書
中
」）

と
述
べ
て
い
る
。
従
来
の
日
本
の
國
書
で
は
年
號
を
記
せ
ず
、
干
支
を
書
く
だ

け
で
あ
っ
た
。
羅
山
は
日
本
の
年
號
を
使
用
し
、
國
書
の
様
式
を
改
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
本
が
朝
鮮
と
違
っ
て
、
明
朝
の
冊
封
國
で
は
な
く
、
獨
立
國
で

あ
る
こ
と
を
示
し
、
明
朝
の
年
號
を
記
し
て
い
た
朝
鮮
よ
り
高
い
外
交
的
な
地

位
を
表
し
た
い
と
思
わ
れ
る
。

羅
山
の
早
年
の
文
章
「
王
仁
」
で
は
、
朝
鮮
と
日
本
の
關
係
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

王
仁
は
、
百
濟
國
の
人
な
り
。
吾
が
應
神
の

に
、
其
の
國
貢
し
來
る
。

初
め
仲
哀
皇
帝
八
年
、
神
託
有
り
、
皇
后
新
羅
國
を
征
せ
ん
と
す
。
帝
疑

ひ
て
發
せ
ず
。
九
年
春
二
月
、
帝
俄
爾
と
し
て
崩
ず
。
是
に
於
い
て
皇
后

神
功
、
帝
の
神
の
言
を
用
ゐ
ず
し
て

落
す
る
を
懼
る
。
冬
十
月
、
海
に

浮
び
て
新
羅
に
到
る
。
新
羅
王
、
我
が

旗
器
仗
の
莊
麗
な
る
を
見
て
、

曰
く
、「
傳
へ
聞
く
東
海
に
神
國
有
り
、
名
を
日
本
と
曰
ふ
。
此
れ
是
れ
其

の
神
兵
か
。
敵
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。」と
。
乃
ち
素
服
面
縛
に
し
て
頸
に

繫
く
る
に
組
を
以
っ
て
す
。
自
ら
圖
籍
持
し
て
海

に
來
り
て
曰
く
、「
願

く
は

金
銀

帛
八
十
船
を
貢
し
、
敢
へ
て
此
の
國
を
屠
ら
ざ
る
を
。」

と
。
此
の
時
、
高
麗
、
百
濟
二
國
の
主
、
新
羅
の
我
に
降
る
を
聞
き
、
密

か
に
軍
勢
を
諜
す
。
其
の
克
た
ざ
る
を
知
り
て
、
又
自
ら
急
に
馳
せ
て

を
納
め
て
曰
く
、「
今
よ
り
以
往
、永
く
西
藩
と

し
、朝
貢
を
絶
や
さ
ず
。」

と
。
茲
よ
り
三
韓
皆
我
に
貢
す
。（『
羅
山
林
先
生
文
集
』

第
三
十
九「
小

傳
」）

羅
山
に
よ
れ
ば
、
應
神
天
皇
の
時
代
に
、
百
濟
が
す
で
に
日
本
に
朝
貢
し
て

い
る
。
神
功
皇
后
は
仲
哀
天
皇
が
新
羅
を
征
伐
せ
よ
と
い
う
神
の
宣
託
に
沿
わ

な
か
っ
た
た
め
に
崩
御
し
た
と
恐
れ
、
新
羅
を
遠
征
し
た
。
新
羅
國
王
は
日
本

が
神
國
で
、
日
本
兵
は
神
兵
だ
と
思
い
、
日
本
の
敵
と
な
る
勇
氣
が
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
、
高
麗
と
百
濟
も
日
本
を
怖
が
り
、
甘
ん
じ
て
日
本
に
朝
貢
し
、
西
藩

関

林
羅
山
「
寄
朝
鮮
國
三
官
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と
自

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
日
本
を
神
國
と
す
る

念
は
、
羅
山
の

思
想
の
顯
著
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、「
我
朝
神
國
な
り
。
神
道
乃

ち
王
道
な
り
」（『
羅
山
林
先
生
文
集
』

第
六
十
六
「
隨
筆
二
」）
と
も
述
べ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
羅
山
は
日
本
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
誇
り
に
思
い
、
強
い

屬
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

日
本
と
中
華
と
は
域
を
殊
に
す
と
雛
も
、
然
れ
ど
も
大

海
上
に
在
り

て
、
朝

旭
輝
の
煥
耀
す
る
所
、
洪
波
層
瀾
の
漲
激
す
る
所
な
り
。
五
行

の
秀
、
山
川
の
霊
、
人
物
を
鐘
く
、
故
に
號
し
て
「
君
子
の
國
」
と
曰
ふ
。

昔
、
治
教
清
明
の
世
、
才
子
智
人
、
間
に
輩
出
す
。
氣
豈
に
異
域
に
譲
ら

ん
や
。
時
に
古
今
有
る
も
、
理
に
古
今
無
し
。「
豪
傑
の
士
、
文
王
無
し
と

雖
も
、
猶
興
起
す
。」
故
に
立
志
を
尚
ぶ
。（『
羅
山
林
先
生
文
集
』

第
七

十
三
「
隨
筆
九
」）

羅
山
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
中
國
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
島
國
だ
が
、
山
河
が

麗
し
く
、
政
治
も
よ
く
治
ま
っ
て
、
傑
出
し
た
人
物
が
輩
出
し
て
い
る
の
で
、

中
國
に
比
べ
て
決
し
て
見
劣
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
羅
山
が
引
用
し
た
「
豪
傑

の
士
、
文
王
無
し
と
雖
も
猶
興
起
す
」
と
い
う
文
句
の
出
典
は
、『
孟
子
』
盡
心

上「
文
王
を
待
ち
て
後
に
興
る
者
は
、
凡
民
な
り
。
夫
の
豪
傑
の
士
の
若
き
は
、

文
王
無
し
と
雖
も
猶
興
る
」
で
あ
る
。
豪
傑
は
志
を
立
て
て
發
奮
し
、
自
分
の

力
を
盡
く
し
て
國
を
隆
盛
に
さ
せ
る
と
い
う
。
羅
山
は
日
本
に
つ
い
て
道
德
の

あ
る
「
君
子
の
國
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。

羅
山
の
神
國
思
想
と
國
家
意
識
の
本
質
は
、
中
華
帝
國
を
中
心
と
し
た
傳
統

的
な
「
華
夷
秩
序
」
か
ら
離
れ
、
日
本
を
中
心
と
し
て
新
し
い
東
ア
ジ
ア
秩
序

を
作
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
朝
鮮
は
華
夷
秩
序
の
重
要
な
一
員
で
、

明
朝
に
藩
國
の
模
範
と
さ
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
日
本
と
海
で
隔
て
ら
れ
た
朝

鮮
と
の
關
係
は
、
明
朝
の
周
辺
外
交
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
。
羅
山
の
朝
鮮

に
對
す
る
見
解
は
、
彼
の
國
家
意
識
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
彼
が
將
軍
の
外
交
上

の

號
を
固
定
化
し
、
日
本
が
年
號
を
國
書
に
記
し
た
の
は
、
形
式
上
、
中
華

念
の
束
縛
を
脱
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
で
は
、「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」の
成
立
背
景
及
び
羅
山
の
朝
鮮
に
對
す
る

見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」を
め
ぐ
っ
て
、
羅
山
の

思
想
を
詳
ら
か
に
論
じ
て
み
た
い
。

二
、「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
に
つ
い
て

羅
山
が
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
を
起
草
し
た
時
、
つ
ま
り
、

永
十
三
年
十

二
月
八
日
に
、
朝
鮮
通
信
使
任

、
金
世

、

の
三
人
は
す
で
に
江
戸
に

到
着
し
て
い
た
。
將
軍
は
大
炊
（
土
井
利
勝
）
と

岐
（
酒
井
忠
勝
）
に
出
迎

え
さ
せ
た
。
金
世

『
海

』
で
は
、「
初
八
日
戊
寅
晴
、
江
戸
に
留
ま
る
。

關
白
執
政
二
人
を
遣
は
し
、
問
安
の
禮
を
行
ふ
。
一
は
大
炊
と
曰
ひ
、
一
は

岐
と
曰
ふ
」（『
東
溟
集
』

十
、
韓
國
文
集
叢
刊
第
九
十
五
輯
、
民
族
文
化
推

進
會
、
一
九
九
二
）
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
羅
山
は
「
寄
朝
鮮

國
三
官
使
」
を
執
筆
し
た
際
に
、
ま
だ
三
使
者
に
會
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」で
は
、
羅
山
は
朝
鮮
に
關
す
る
七
つ
の
質
問
に
つ
い
て

使
者
に
教
え
を
請
う
て
い
る
。書
簡
の
冒
頭
で
は
、「
朝
鮮
國
の
奉
命
使
來
り
て
、

國
の
賓
九

と
爲
る
。
想
ふ
に
其
れ
仕
學
に
優
れ
る
か
。
平
素
思
問
の
疑
、
多
端
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有
り
と
雖
も
、
先
づ
貴
國
の
事
跡
に
就
い
て
以
て
之
れ
を
質
さ
ん
」
と
述
べ
て

い
る
。
羅
山
は
三
使
者
を
君
主
に
重
用
さ
れ
た
「

國
の
賓
」
で
あ
る
と
尊

し
、
學
識
が
深
く
廣
い
の
で
、
朝
鮮
の
事
績
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
と
述
べ
て

い
る
。
次
に
、
羅
山
の
思
想
を
究
明
す
る
た
め
に
、
こ
の
七
つ
の
質
問
を
一
つ

一
つ
分
析
し
た
い
。

質
問
一

﹇
原
文
﹈
聞
説
檀
君
享
國
一
千
餘
年
。
何
其
如
此
之
長
生
哉
。
蓋
鴻
荒
草
昧
、

不
詳
其
實
乎
。
抑
檀
君
子
孫
苗
裔
承
襲
遠
久
至
此
乎
。
恠
誕
之
説
、
君
子
不
取

也
。
且
中
華
歴
代
之
史
、
朝
鮮
三
韓
傳
備
矣
。
而
皆
不
載
檀
君
之
事
、
何
也
。

以
齊
東
野
人
之
語
故
乎
。

﹇
訓
讀
﹈
聞
く
説
ら
く
檀
君
國
を
享
く
る
こ
と
、
一
千
餘
年
と
。
何
ぞ
其
れ
此

く
の
如
く
の
長
生
な
ら
ん
や
。
蓋
し
鴻
荒
草
昧
に
し
て
、
其
の
實
を
詳
に
せ
ざ

る
か
。
抑
〻
檀
君
の
子
孫
苗
裔
、
承
襲
す
る
こ
と
遠
久
に
し
て
此
に
至
る
か
。

怪
誕
の
説
、
君
子
取
ら
ざ
る
な
り
。
且
つ
中
華
歴
代
の
史
、
朝
鮮
三
韓
傳
備
は

れ
り
。
而
し
て
皆
檀
君
の
事
を
載
せ
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
。
齊
東
野
人
の
語
を
以

て
の
故
か
。

羅
山
は
、
朝
鮮
の
建
國
者
・
檀
君
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
檀
君

は
、
名
は
王

。
高
麗
の
僧
人
・
一
然
（
一
二
〇
六
〜
一
二
八
九
）
が
著
し
た

『
三
國
遺
事
』十
（
全
五

）

一
に
「『
魏
書
』
に
云
く
、
乃
ち
往
く
二
千
載
、

壇
君
の
王

有
り
、
阿
斯
達
に
都
を
立
て
、
國
を
開
き
、
朝
鮮
と
號
す
。
…
…

國
を
御
す
る
こ
と
一
千
五
百
年
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
王

は
古
朝
鮮

の
建
國
の
君
主
で
、
一
千
五
百
年
間
も
國
を
治
め
た
と
い
う
。
一
方
、
金
富

十
一

（
一
〇
七
五
〜
一
一
五
一
）が
編
撰
し
、
新
羅
、
百
濟
、
高
句
麗
の
三
國
の
歴
史

を
記
録
し
た
正
史『
三
國
史
記
』（
一
一
四
五
年
成
立
、
全
五
〇

）で
は
、「
二

十
一
年
、
春
二
月
、
王
、
丸
都
城

を
經
る
を
以
て
、
都
を
復
す
べ
か
ら
ず
。

平
壤
城
を
築
き
、
民
及
び

社
を
移
す
。
平
壤
は
、
も
と
仙
人
王

の
宅
な
り
。

或
い
は
王
の
王

に
都
す
と
云
ふ
」（「
高
句
麗
國
本
紀
」
第
五
）
と
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
で
は
王

を
「
仙
人
」
と
見
な
し
、
傳
説
上
の

人
物
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、『
三
國
遺
事
』に
よ
っ
て
、
檀
君
は
朝
鮮

の
歴
史
上
の
人
物
と
し
て
崇

さ
れ
、
史
實
と
さ
れ
た
。

『
三
國
遺
事
』
で
言
及
し
て
い
る
「
魏
書
」
は
、
西
晉
の
史
學
家
・
陳
壽
（
二

三
三
〜
二
九
七
）
が
著
し
た
『
三
國
志
』
の
「
魏
書
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
『
三
國
志
』
魏
書
三
十
「
韓
傳
」
に
は
、
朝
鮮
半

島
の
三
韓
に
關
す
る
記
載
は
見
ら
れ
る
が
、
檀
君
に
關
す
る
記
述
は
な
い
十
二

。

ま
た
、
北
齊
の
魏
收
（
五
〇
七
〜
五
七
二
）
が
著
し
た
『
魏
書
』
は
、
紀
元
前

四
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
中
葉
ま
で
の
北
魏
の
歴
史
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
現
存
す
る
版
本
に
は
檀
君
の
記
載
が
な
い
。
范
曄
（
三
九
八
〜
四
四
五
）

の
『
後
漢
書
』「
東
夷
列
傳
」
に
は
、
三
韓
の
歴
史
し
か
記
載
し
て
い
な
い
十
三

。

羅
山
は
中
國
の
歴
史
を
熟
知
し
て
い
た
の
で
、あ
え
て
こ
の
質
問
を
出
し
た
。

古
朝
鮮
で
は
、
檀
君
と
い
う
人
物
が
實
在
し
て
、
千
年
以
上
に
生
き
た
可
能
性

が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
彼
の
子
孫
が
代
々

い
だ
と
い
う
な
ら
、
合
理
的

だ
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
中
國
の
史
書
で
は
三
韓
の
歴
史
を
書
き

し
て
い

る
の
に
、
偉
大
な
建
國
者
で
あ
る
檀
君
に
關
す
る
記
載
は
な
い
。
羅
山
は
、
朝

鮮
の
檀
君
の
説
は
あ
や
し
い
こ
と
で
、
君
子
の
言
葉
で
は
な
い
と
批
判
し
、
さ

― ―49

関

林
羅
山
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
に
關
す
る
考
察



ら
に
、『
孟
子
』
の
「
齊
東
野
人
の
語
」（「
萬
章
上
」）
を
引
用
し
、
檀
君
の
説

を
で
た
ら
め
な
話
し
だ
と
非
難
し
て
い
る
。

檀
君
神
話
の
誕
生
の
歴
史
的
な
背
景
に
は
、
十
三
世
紀
以
降
モ
ン
ゴ
ル
の
高

麗
侵
入
が
あ
る
。
當
時
、
モ
ン
ゴ
ル
が
中
國
を
統
治
し
、
元
王
朝
が
成
立
し
た
。

漢
民
族
を
中
心
と
し
た
華
夷
秩
序
は
崩

し
て
し
ま
っ
た
。
昔
、
中
國
殷
王
朝

の
賢
人
・
箕
子
は
文
明
を
朝
鮮
に
も
た
ら
し
て
、
教
え
導
い
た
と
さ
れ
、
朝
鮮

半
島
の
歴
代
の
王
朝
に
お
い
て
尊
崇
さ
れ
て
い
た
。
夷
狄
の
侵
入
に
よ
る
民
族

主
義
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
高
ま
っ
て
い
た
朝
鮮
で
は
、
本
國
の
偉
大
な
人
物

は
人
民
に
崇

さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
半
島
の
人
民
は
檀

君
の
傳
説
を
信
じ
て
い
た
。

た
だ
し
、檀
君
の
傳
説
に
つ
い
て
は
朝
鮮
で
も
意
見
の
不
一
致
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
朝
鮮
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
代
表
的
な
歴
史
書『
東
國
通
鑑
』（
一
四
八

四
年
成
立
）

一
で
は
、「
東
方
初
に
君
長
無
し
。
神
人
檀
木
の
下
に
降
る
有
り
。

國
人
立
て
て
君
と
爲
す
。
是
れ
檀
君
と
爲
す
。
國
は
朝
鮮
と
號
す
。
是
れ
唐
堯

戊
辰
の
歳
な
り
。
初
め
て
平
壤
に
都
し
、
後
に
都
を
白
嶽
に

す
。
商
の
武
丁

八
年
乙
未
に
至
り
、
阿
斯
達
に
入
り
神
と
な
る
。」と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
歴
史

に
つ
い
て
、
編
者
の
徐
居
正（
一
四
二
〇
〜
一
四
八
八
）、
崔
溥（
一
四
五
四
〜
一

五
〇
四
）等
は
、「
唐
虞
よ
り
夏
商
に
至
る
ま
で
、
世
漸
く

漓
た
り
。
人
君
國

を
享
く
る
こ
と
久
長
な
る
は
、
五
六
十
年
に
過
ぎ
ず
。
安
ん
ぞ
檀
君
獨
り
壽
千

四
十
八
年
有
り
て
、
以
て
一
國
を
享
け
ん
や
。
其
の
説
の
誣
な
る
こ
と
を
知
る

な
り
」
と
批
判
し
て
い
る
。
檀
君
が
千
年
以
上
國
を
治
め
た
こ
と
は
偽
説
だ
と

明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
も
し
檀
君
開
國
が
神
話
で
あ
っ
た
ら
、
文
學
の
範

疇
に
あ
り
、
批
判
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
も
し
歴
史
書
に
載
せ
、

史
實
だ
と
し
た
ら
、
考
證
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。
朝
鮮
檀
君
の
信
憑
性
に

つ
い
て
の
質
疑
に
は
、羅
山
の
合
理
的
な
史

が
確
か
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
よ
り
、
も
っ
と
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
彼
の
鋭
く
辛
辣
な
言
葉
遣
い
が
、

朝
鮮
通
信
使
に
き
ま
り
の

い
思
い
を
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

質
問
二

﹇
原
文
﹈
箕
子
遭
殷

、
避
地
朝
鮮
。
或
曰
、「
武
王
封
之
。」
然
貴
國
俗

、

「
箕
子
來
、
其
從
者
五
千
人
。
故
云
半
萬
殷
人
渡
遼
水
。」
此
事
中
華
群
書
未
之

見
也
。
欲
知
其
所
據
。

﹇
訓
讀
﹈
箕
子
殷
の

に
遭
ひ
て
、
地
を
朝
鮮
に
避
く
。
或
ひ
と
曰
く
、「
武

王
之
を
封
ず
」と
。
然
れ
ど
も
貴
國
俗
に

す
、「
箕
子
來
り
て
、
其
の
從
者
五

千
人
。
故
に
云
く
、
半
萬
の
殷
人
遼
水
を
渡
る
」
と
。
此
の
事
中
華
の
群
書
に

未
だ
之
を
見
ざ
る
な
り
。
其
の
據
る
所
を
知
ら
ん
と
欲
す
。

羅
山
は
さ
ら
に
朝
鮮
の
歴
史
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
箕
子
朝
鮮
は
、
檀

君
傳
説
の
後
の
時
代
で
あ
る
。
箕
子
が
殷
の

を
避
け
る
た
め
に
朝
鮮
へ
逃
げ

た
こ
と
は
、
中
國
の
史
書
に
記
載
が
あ
る
。
箕
子
は
、
名
は

余
、
文
丁
の
子

で
帝
乙
の
兄
。
殷
王
朝
末
期
、

王
が
暴
虐
非
道
で
愚
昧
無
知
な
君
主
で
あ
っ

た
た
め
、
叔
父
の
箕
子
は

王
に
極
諫
し
た
が
、
無
駄
で
あ
っ
た
。
胸
を
痛
め

た
箕
子
は
、
成
湯
（
名
は
天
乙
、
商
朝
の
初
代
王
）
が
建
て
た
國
家
が
こ
の
ま

ま

滅
さ
れ
る
こ
と
を
見
る
に
忍
び
な
か
っ
た
た
め
、
髪
を
散
ら
し
、
と
ぼ
け

た
ふ
り
を
し
て
、
牢
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
武
王
が

を
伐
つ

際
に
、
箕
子
は
そ
の

に
乗
じ
て
逃
げ
出
し
、
朝
鮮
半
島
に
着
い
た
。
周
の
武
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王
は
治
國
の
道
を
請
う
た
め
に
、
箕
子
を
訪
ね
た
。
そ
こ
で
、
箕
子
は「
洪
範
」

を
作
っ
た
と
い
う
十
四

。
武
王
は
箕
子
の
才
能
に
感
心
し
て
重
用
し
よ
う
と
し

た
が
、
箕
子
に

ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
武
王
は
箕
子
を
朝
鮮
に
封
じ
て
、
臣
下

と
し
な
か
っ
た
。
史
書
に
は
、「
こ
こ
に
於
い
て
、
武
王
は
箕
子
を
朝
鮮
に
封
じ

て
、
臣
と
せ
ざ
る
な
り
」（『
史
記
』「
宋
微
子
世
家
」）
と
あ
る
。
箕
子
は
朝
鮮

に
禮
儀
を
も
た
ら
し
、「
八
條
禁
法
」を
實
施
し
て
人
民
を
教
化
し
、
安
定
な
社

會
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、『
漢
書
』『
後
漢
書
』『
三
國
志
』も
、
箕
子
が
朝
鮮
に
入
っ
た
こ
と
を

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

『
漢
書
』「
地
理
志
下
」
に
は
、「
殷
の
道
衰
へ
、
箕
子
去
り
て
朝
鮮
に
之
く
。

其
の
民
を
教
へ
て
禮
義
を
以
て
し
、
田

織
作
こ
る
。

浪
朝
鮮
の
民
禁
八
條

を
犯
す
…
…
是
を
以
て
其
の
民
終
に
相

ま
ず
、
門
戸
の
閉
づ
る
無
く
、
婦
人

貞
信
に
し
て
淫
辟
な
ら
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
後
漢
書
』「
東
夷
列
傳
」に
は
、「
昔
、
武
王
箕
子
を
朝
鮮
に
封
ず
。
箕
子
教

ふ
る
に
禮
義
田

を
以
て
し
、
又
八
條
の
教
を
制
す
。
其
の
人
終
に
相

ま
ず
、

門
戸
の
閉
づ
る
無
し
。
婦
人
貞
信
に
し
、
飲
食
す
る
に

豆
を
以
て
す
。
其
の

後
四
十
餘
世
、
朝
鮮
侯
準
に
至
り
、
自
ら
王
を

す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
三
國
志
』
魏
書
三
十
「

傳
」
に
は
、「
昔
、
箕
子
既
に
朝
鮮
に
適
き
、
八

條
の
教
を
作
り
以
て
之
を
教
ふ
。
門
戸
の
閉
づ
る
無
く
し
て
民

を
な
さ
ず
。

其
の
後
四
十
餘
世
、
朝
鮮
侯
準
は

し
て
王
を
號

す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
史
書
『
東
國
通
鑑
』
外
紀
「
箕
子
朝
鮮
」
で
は
、『
漢
書
』「
地
理
志
」

の
箕
子
朝
鮮
に
關
す
る
記
述
を
抜
き
書
き
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
涵

子
の

評
語
を
加
え
て
い
る
。

涵

子
亦
た
曰
く
、「
箕
子
中
國
の
五
千
人
を
率
ゐ
て
朝
鮮
に
入
る
。
其

の
詩
書
、
禮

、
醫
巫
、
陰
陽
卜
筮
の
流
、
百
工
技
藝
皆
從
ひ
て
焉
に
往

く
。
既
に
朝
鮮
に
至
り
、
言
語
通
ぜ
ず
、
譯
し
て
之
を
知
ら
し
む
。
教
ふ

る
に
詩
書
を
以
て
し
、
其
を
し
て
中
國
禮

の
制
、
父
子
君
親
の
道
、
五

常
の
禮
を
知
ら
し
む
。
教
ふ
る
に
八
條
を
以
て
し
、
信
義
を
崇
び
、
儒
術

を
篤
し
く
、
中
國
の
風
を
釀
成
す
。
教
ふ
る
に
兵

を
尚
ぶ
勿
か
れ
を
以

て
し
、
德
を
以
て
強
暴
を
服
す
。

國
皆
其
の
義
を
慕
ひ
て
之
に
相
親
し

む
。
衣
冠
制
度
、
悉
く
中
國
に
同
じ
。
故
に
曰
く
、『
詩
書
禮
儀
の
邦
、
仁

義
の
國
な
り
。
而
し
て
箕
子
之
を
始
む
。
豈
信
な
ら
ざ
ら
ん
や
。』」（
朝
鮮

群
書
大
系
續
第
三
輯
、
朝
鮮
古
書
刊
行
會
、
一
九
一
二
）

涵

子
と
は
、
明
の
太
祖
朱
元
璋
の
十
七
男
朱
權（
一
三
七
八
〜
一
四
四
八
）

で
あ
る
。
以
上
の
内
容
は
朱
權
が
編
纂
し
た『
天
運
紹
統
』（
二

、
一
四
〇
六

年
成
立
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
イ
ェ
ン
チ
ン
圖
書
館
所
蔵
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

箕
子
が
五
千
人
を
率
い
て
朝
鮮
に
入
っ
た
か
ど
う
か
は
、
羅
山
が
生
き
て
い

る
時
代
よ
り
二
千
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
客

的
に
言
う
と
、

中
國
か
ら
朝
鮮
に
行
っ
た
人
數
は
重
要
で
は
な
い
。
羅
山
が
「
箕
子
來
り
て
、

其
の
從
者
五
千
人
、
故
に
云
く
、
半
萬
の
殷
人
遼
水
を
渡
る
」
と
質
問
し
た
の

は
、
朝
鮮
の
歴
史
の
粗
探
し
を
し
て
、
わ
ざ
と
使
者
に
難
癖
を
つ
け
る
に
等
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。

質
問
三

﹇
原
文
﹈
唐
太
宗
之
伐
高
麗
也
、
飛
矢
中
其
目
而
還
。
故
李

云
、「
那
知
玄

花
落
白
羽
。」
白
羽
、
箭
也
。
玄
花
、
目
也
。
聞
是
貴
國
之
美
談
也
。
按
『
舊
・
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新
唐
書
』『
通
鑑
』皆
無
此
事
。
可
謂
中
華
諱
而
不
言
之
乎
。

陵
之

、
晋
呂

射
楚
共
王
之
目
。
淮
南
之
役
、
漢
帝
中
流
矢
幾
殆
。
皆
是
記
而
不
諱
也
。
所

以
爲
實
録
也
。
以
萬
乘
之
主
、
傷
高
麗
箭
、
奈
何
其
得
秘
而
匿
哉
。
然
則
此
非

貴
國
之
美
談
、
而
一
方
之
私
言

。
願
聞
其
辨
。

﹇
訓
讀
﹈
唐
の
太
宗
の
高
麗
を
伐
つ
や
、
飛
矢
其
の
目
に
中
り
て
還
へ
る
。
故

に
李

云
く
、「
那
ぞ
知
ら
ん
、
玄
花
の
白
羽
を
落
と
す
を
。」
白
羽
は
、
箭
な

り
。
玄
花
は
、
目
な
り
。
聞
く
是
れ
貴
國
の
美
談
な
り
。
按
ず
る
に
『
舊
・
新

唐
書
』『
通
鑑
』皆
此
の
事
無
し
。
中
華
諱
み
て
之
れ
を
言
は
ず
と
謂
ふ
べ
き
か
。

陵
の

に
、
晋
の
呂

、
楚
の
共
王
の
目
を
射
る
。
淮
南
の
役
に
、
漢
帝
流

矢
に
中
り
て
幾
ん
ど
殆
し
。
皆
是
れ
記
し
て
諱
ま
ざ
る
な
り
。
實
録
爲
る
所
以

な
り
。
萬
乘
の
主
を
以
て
、
高
麗
の
箭
に
傷
つ
け
ば
、
奈
何
ぞ
其
れ
秘
し
て
匿

す
を
得
ん
や
。
然
ら
ば
則
ち
此
れ
貴
國
の
美
談
に
非
ず
し
て
、
一
方
の
私
言
か
。

願
は
く
は
其
の
辨
を
聞
か
ん
。

唐
の
太
宗
李
世
民
が
高
麗
を
征
伐
し
た
歴
史
は
、『
舊
唐
書
』『
新
唐
書
』『
資

治
通
鑑
』
に
、
記
録
が
あ
る
。『
舊
唐
書
』

六
十
九
に
「（
貞

）
十
九
年
、

太
宗
高
麗
を
伐
つ
。
皇
太
子
定
州
國
を
監
る
。
士
廉
、
太
子
太
傅
を
攝
し
、
仍

つ
て
朝
政
を
典
る
」
と
記
録
し
て
い
る
。『
新
唐
書
』
本
紀
第
二
「
太
宗
」
に
も
、

「
十
九
年
二
月
庚
戌
、
洛
陽
宮
に
如
き
、
以
て
高
麗
を
伐
つ
」と
記
録
し
て
い
る
。

『
資
治
通
鑑
』

第
一
百
九
十
七
に
は
、「
貞

十
九
年
二
月
庚
戌
、
上
（
太
宗
）

自
ら
諸
軍
を
將
ゐ
て
洛
陽
よ
り
發
す
。
…
…
三
月
丁
亥
、
上
、
侍
臣
に
謂
ひ
て

曰
く
、『
遼
東
本
よ
り
中
國
の
地
、
隋
氏
四
た
び
出
師
し
て
得
る
能
は
ず
。
朕
今

東
に
征
し
、
中
國
の
爲
に
子
弟
の
仇
を
報
い
、
高
麗
は
君
父
の
恥
を
雪
が
ん
こ

と
を
欲
す
る
の
み
』」
と
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。

太
宗
は
貞

十
九
年
に
高
麗
を
親
征
し
、
蓋
牟
城（
今
の
遼
寧
省
蓋
縣
）、
遼

東
城
（
今
の
遼
寧
省
遼
陽
市
）、
建
安
城
（
今
の
遼
寧
省
營
口
市
の
南
東
地
區
）

を
攻
め
落
と
し
た
が
、
安
市
城
（
今
の
遼
寧
省
海
城
市
南
）
を
攻
撃
し
た
時
に
、

二
ヶ
月
た
っ
て
も
、
攻
め
落
と
せ
な
か
っ
た
。
九
月
の
遼
東
は
寒
く
て
、
太
宗

は
悔
し
が
り
な
が
ら

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
以
上
の
中
國
の
歴
史
書
に
は
、

高
麗
を
攻
め
た
時
、太
宗
の
目
に
矢
が
當
た
っ
て
逃
げ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

高
麗
末
期
の
文
臣
・
李

十
五

（
一
三
二
八
〜
一
三
九
六
）
の
著
作
『
牧

集
』

牧

詩
藁

之
二
「
貞

吟
」
に
、「
是
を
囊
中
の
一
物
の
み
と
謂
ひ
、
那
ぞ
知

ら
ん
玄
花
の
白
羽
を
落
と
す
を
」
と
い
う
の
は
、
唐
の
太
宗
が
高
麗
兵
に
目
を

射
ら
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
羅
山
は
こ
れ
に
對
し
て
疑
い
を
抱
い
た
。
中

國
の
歴
代
の
史
書
で
は
、
君
主
が
負
傷
し
た
史
實
を
正
確
に
記
録
し
て
い
る
。

例
え
ば
、

陵
の

い
十
六

で
、楚
の
共
王
十
七

が
晉
の
大
夫
の
呂

十
八

に
目
を
射

ら
れ
た
こ
と
、
漢
の
高
祖
劉
邦
十
九

が
淮
南
王
の
英
布
二
十

を
討
伐
す
る
際
に
、
流

れ
矢
に
當
た
っ
た
こ
と
二
十
一

な
ど
、
す
べ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
羅
山
は
、

陵

の

い
と
淮
南
の
役
に
關
す
る
中
國
の
歴
史
書
の
記
録
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
側
の

記
述
を
否
定
し
、
た
だ
「
私
言
」
で
あ
っ
て
、
信
頼
で
き
な
い
も
の
だ
と
主
張

し
て
い
る
。

質
問
四

﹇
原
文
﹈
異
國
貢
調
於
本
邦
多
矣
。
況
貴
國
聘
使
、
古
今
不
可
勝
數
。
就
中
圃

鄭
夢
周
、
當
洪
武
十
年
、
來
聘
于
本
邦
。
即
是
我
永
和
三
年
也
。
距
今
二
百

數
十
歳
。
聞
其
名
久
矣
。
似
聞
此
人
性
理
之
學
、
如
有
所
傳
。
故
有
忠
義
之
氣
。
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然
要
其
終
、
則
聞
貴
國
殺
之
云
爾
。
圃

有
何
罪
乎
。
行
一
不
義
、
殺
一
不
辜
、

聖
賢
之
所
不
爲
也
二
十
二

。
貴
國
學
聖
賢
之
法
、
則
彼
罪

得
其
情

。

﹇
訓
讀
﹈
異
國
、
本
邦
に
貢
調
す
る
多
し
。
況
や
貴
國
の
聘
使
、
古
今
勝
げ
て

數
ふ
可
か
ら
ず
。
就
中
、
圃

鄭
夢
周
、
洪
武
十
年
に
當
り
て
、
本
邦
に
來
聘

す
。
即
ち
是
れ
我
が
永
和
三
年
な
り
。
今
を
距
る
こ
と
二
百
數
十
歳
。
其
の
名

を
聞
く
こ
と
久
し
。
聞
く
に
似
た
り
、
此
の
人
性
理
の
學
、
傳
ふ
る
所
有
る
が

如
し
。
故
に
忠
義
の
氣
有
り
。
然
れ
ど
も
其
の
終
を
要
む
れ
ば
、
則
ち
貴
國
之

を
殺
す
と
爾
云
ふ
を
聞
く
。
圃

に
何
の
罪
有
り
か
。
一
不
義
を
行
ひ
、
一
不

辜
を
殺
す
は
、
聖
賢
の
爲
さ
ざ
る
所
な
り
。
貴
國
聖
賢
の
法
を
學
べ
ば
、
則
ち

彼
の
罪

其
の
情
を
得
た
る
か
。

羅
山
は
、
昔
か
ら
日
本
に
來
朝
し
た
國
が
多
く
て
、
朝
鮮
使
者
も
來
貢
し
、

數
え
き
れ
な
い
ほ
ど
だ
と
強
調
し
、
朝
鮮
を
日
本
の
藩
國
と
見
な
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
洪
武
十
年
（
一
三
七
七
）
に
來
日
し
た
朝
鮮
使
者
の
鄭
夢
周
（
一
三

三
七
〜
一
三
九
二
）
に
言
及
し
て
い
る
。

鄭
夢
周
は
、
字
は
達
可
、
號
は
圃

。
慶
尚
北
道
永
川
の
人
、
高
麗
末
期
の

儒
學
者
、
外
交
家
で
、
朱
子
學
に
精
通
し
、
高
麗
恭
愍
王
王
祺
九
年
（
一
三
六

〇
）
科

に
及
第
し
た
。
一
三
七
七
年
、
高
麗
が
倭
寇
に
侵
さ
れ
な
い
よ
う
、

鄭
夢
周
は
日
本
に
赴
い
た
。
彼
は
優
れ
た
才
能
と
度
胸
に
よ
っ
て
高
麗
の
俘
虜

を
本
國
に
連
れ
て

っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
「
東
方
理
學
の
祖
」
と

し
、
そ

の
知
識
と
詩
文
が
日
本
で
重
ん
じ
ら
れ
、
日
韓
両
國
の
文
化
交
流
に
大
い
に
貢

し
た
。
鄭
夢
周
は
、
四
回
も
使
命
を
帶
び
て
明
朝
に
赴
き
、
先
見
性
の
あ
る

見
識
と
智
謀
を
發
揮
し
、
明
朝
と
の
外
交
關
係
を
修
復
し
た
。

一
三
八
八
年
、
李
成
桂
二
十
三

（
一
三
三
五
〜
一
四
〇
八
）
が
ク
ー
デ
タ
ー
（
威

化
島
回
軍
）
を
起
こ
し
て
高
麗
の
政
權
を
握
っ
た
。
一
三
九
二
年
、
鄭
夢
周
は

李
成
桂
と
對
立
し
、
死
ん
で
も
屈
し
な
い
心
持
ち
で
、『
丹
心
歌
』を
書
き
、
自

分
の
忠
誠
心
を
國
に
さ
さ
げ
た
。

羅
山
は
鄭
夢
周
に
「
忠
義
の
氣
」
が
あ
る
と
高
く
評
價
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
忠
義
の
人
は
李
氏
朝
鮮
の
君
主
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
不
義
を
行

い
、
無
辜
を
殺
す
の
は
、
君
子
が
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
字
面
か
ら
見
れ
ば
、

羅
山
が
使
者
に
鄭
夢
周
の
罪

を
尋
ね
た
が
、
言
外
の
意
は
、
朝
鮮
國
王
が
忠

臣
義
士
を
殺
し
た
の
は
、
聖
人
の
行
爲
と
は
い
え
な
い
と
批
判
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

質
問
五

﹇
原
文
﹈
本
邦
貴
介
公
子
二
十
四

、
講
武
之
暇
、
頗
愛
放
鷹
。
故
養
飼
之
術
、
不

乏
人
也
。
貴
國
李

所
編
『
鷹

方
』二
十
五

書
、
有「
草

」、
有「
栢
部
根
」二
十
六

、

有
「
胡
王
師
根
」二
十
七

、
有
「
野
人
乾
水
」二
十
八

。
想
其
『
郷
藥
集
成
』
有
之

。

是
何
等
藥
物
哉
。
須
據
中
華
之
『
本
草
』
而
告
其
異
名
。
若
其
不
然
、
俟
其
圖

説
、
以
廣
異
聞
。
又
所
謂
「
朱
砂
散
」二
十
九

所
用
猪
肝
者
、
家
猪
乎
、
野
猪
乎
。

昔
白
香
山
三
十

詠
鷹
云
、「
吾
聞
諸

師
。」
今
爲
養
鷹
坊
者
、
聊
問
焉
。

﹇
訓
讀
﹈
本
邦
の
貴
介
公
子
、
武
を
講
ず
る
の
暇
、
頗
る
放
鷹
を
愛
す
。
故
に

養
飼
の
術
、
人
に
乏
し
か
ら
ざ
る
な
り
。
貴
國
の
李

の
編
む
所
の『
鷹

方
』

の
書
に
、「
草

」
有
り
、「
栢
部
根
」
有
り
、「
胡
王
師
根
」
有
り
、「
野
人
乾

水
」
有
り
。
想
ふ
に
其
の
『
郷
藥
集
成
』
之
有
る
か
。
是
れ
何
等
の
藥
物
な
る

や
。
須
ら
く
中
華
の
『
本
草
』
に
據
り
て
其
の
異
名
を
告
ぐ
べ
し
。
若
し
其
れ
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然
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
圖
説
を
俟
ち
て
以
て
異
聞
を
廣
め
ん
。
又
、
所
謂
「
朱
砂

散
」
に
用
ゐ
る
所
の
猪
肝
は
、
家
猪
か
、
野
猪
か
。
昔
、
白
香
山
鷹
を
詠
じ
て

云
く
、「
吾
れ
こ
れ
を

師
に
聞
く
。」
と
。
今
養
鷹
坊
の
者
の
爲
に
、
聊
か
こ

れ
を
問
ふ
。

こ
れ
は
、
羅
山
が
鷹
狩
り
を
し
た
「
貴
介
公
子
」
の
た
め
に
、
李

撰
『
鷹

方
』
に
つ
い
て
質
問
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
の
重
點
は
放
鷹
で

は
な
く
、
本
草
學
に
置
か
れ
て
い
る
。
羅
山
が
思
う
に
、『
鷹

方
』で
言
及
し

て
い
る「
草

」「
栢
部
根
」「
胡
王
師
根
」「
野
人
乾
水
」な
ど
の
藥
物
は
、『
郷

藥
集
成
』
に
見
え
る
。『
郷
藥
集
成
』（
八
十
五

）
は
李
氏
朝
鮮
初
期
の
醫
學

書
で
、
一
四
三
三
年
に
成
立
し
た
。
内
容
は
中
國
の
醫
書
を
廣
く
參
照
し
て
い

る
。
羅
山
は
、『
鷹

方
』で
は
中
國
の
本
草
類
書
物
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら
の
生

藥
の
異
名
を
表
記
し
、
あ
る
い
は
圖
説
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
、「
朱
砂

散
」
で
使
わ
れ
た
豚
の
レ
バ
ー
が
家
畜
の
豚
か
猪
か
、
は
っ
き
り
書
い
て
い
な

い
と
指
摘
し
て
い
る
。
最
後
に
、
唐
の
時
代
の
詩
人
・
白
居
易
の
詩
『
放
鷹
』

の
句
を
引
用
し
、
使
者
に
教
え
を
請
う
て
い
る
。

羅
山
は
本
草
學
に
關
心
が
あ
っ
た
。
慶
長
十
二
年（
一
六
〇
七
）、
長
崎
で『
本

草
綱
目
』
を
買
い
、
家
康
に

上
し
た
。
羅
山
の
第
三
子
の
春
斎
が
ま
と
め
た

羅
山
の
年
譜
（『
羅
山
林
先
生
集
』
附
録
巻
一
）
に
は
、
羅
山
が
實
見
し
た
書
名

が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
「
既
見
書
目
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
「
既
見

書
目
」
に
は
『
本
草
綱
目
』
と
い
う
書
名
が
あ
る
。
ま
た
、
羅
山
は
『
本
草
序

列
註
』
一

、『
本
草
綱
目
序
註
』
一

、『
多
識
編
』
三

な
ど
の
本
草
學
關

係
の
書
籍
を
著
し
た
。
羅
山
は
醫
藥
學
に
精
通
し
、
家
康
に
よ
く
諮
問
さ
れ
た
。

し
か
し
、
彼
は
こ
の
學
問
を
自
然
科
學
と
し
て
探
究
す
る
の
で
は
な
く
、
漢
文

學
や
國
語
學
の
一
部
分
と
し
て
扱
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
羅
山
の
學
問

の
限
界
性
と

念
的
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
三
十
一

。

羅
山
は
放
鷹
の
術
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
本
草
學
を

含
む
朝
鮮
漢
文
學
の
學
問
研
究
が
厳
格
で
は
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
な
お
、

金
仙
熙
は
、
こ
の
點
に
も
論
及
し
て
い
る
。

金
仙
熙
の
分
析
に
よ
る
と
、
羅
山
の
『
鷹

方
』
に
關
す
る
質
問
の
本
質
は
、

日
本
人
が
「
武
」
に
高
い
關
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
日
朝
文
人
の
「
武

の
日
本
」
に
對
す
る
認
識
の
差
異
を
示
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
羅
山
の
鷹
の
養

育
法
に
つ
い
て
の
質
問
は
、日
本
の
文
教
を
期
待
し
た
朝
鮮
知
識
人
に
と
っ
て
、

そ
の
「
新
し
い
德
川
時
代
」
と
い
う
先
入

が
崩
さ
れ
た
一
例
だ
と
論
難
し
て

い
る
三
十
二

。

し
か
し
、
羅
山
の
質
問
か
ら
日
本
人
が
武
を
尊
ん
だ
と
い
う
特
徴
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
羅
山
は

永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
「
鷹

」三
十
三

を
執
筆
し
、
鷹
を
自
分
の
雄
志
に
た
と
え
、
大
丈
夫
は
凌
雲
の
志
を
持

つ
べ
き
だ
と
励
ま
し
て
い
る
。
幕
府
の
儒
學
者
と
な
っ
た
羅
山
が
、
注
目
し
た

の
は
學
問
の
研
鑽
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
通
信
使
の
來
日
の
目
的
か
ら
言
う

と
、
日
朝
貿
易
の
復
活
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
り
、
羅
山
は
使
者
に
質
問
す
る

に
は
、
鷹
で
朝
鮮
に
日
本
の
武
力
を
示
す
必
要
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

質
問
六

﹇
原
文
﹈
貴
國
慵
齋
成
文
云
、「
湯
泉
在
天
地
間
、
自
爲
一
類
。
受
性
本
然
、

未
必
有
待
而

也
。
多
在
北
方
寒
凉
深
山
窮
谷
之
間
、
非
由
炎
氣
而
成
矣
。」殊
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就
貴
國
中
、
往
往
指
示
其
沸
涌
處
、
浴
洗
處
、
以
實
之
。
乃
排
唐
子
西
所
謂
炎

州
地
性
及
硫

石
之
説
。
雖
然
水
中
有
火
三
十
四

、
老
槐
生
火
三
十
五

。
雨
中
有
雷

火
、
野
澤
有
燐
、
蜀
國
井
底
有
火
三
十
六

。
又
火
山
雖

雨
、
火
常
燃
。
焉
知
陰
嶺

塞
谷
土
底
無
硫

哉
。
凡

泉
臭
多
而
不
臭
少
、
其
氣
似
硫

、
則
子
西
之
説
、

未
易

也
。
自
憐
耳
目
隘
、
未
測
陰
陽
。
故
請
詳
其
説
。

﹇
訓
讀
﹈
貴
國
の
慵
齋
成
の
文
に
云
く
、「
湯
泉
天
地
の
間
に
在
り
、
自
ら
一

類
を
爲
す
。
性
を
受
く
る
こ
と
本
〻
然
り
、
未
だ
必
ず
し
も
待
つ
こ
と
有
り
て

め
ざ
る
な
り
。
多
く
北
方
寒
凉
の
深
山
窮
谷
の
間
に
在
り
、
炎
氣
に
由
り
て

成
る
に
非
ず
。」と
。
殊
に
貴
國
の
中
に
就
い
て
、
往
往
に
し
て
其
の
沸
涌
す
る

處
、
浴
洗
す
る
處
を
指
し
示
し
、
以
て
之
を
實
に
す
。
乃
ち
唐
子
西
の
所
謂
炎

州
の
地
性
及
び
硫

石
の
説
を
排
す
。
然
り
と
雖
も
、
水
中
に
火
有
り
、
老

槐
火
を
生
ず
。
雨
中
に
雷
火
有
り
、
野
澤
に
燐
有
り
、
蜀
國
井
底
に
火
有
り
。

又
、
火
山

雨
と
雖
も
、
火
常
に
燃
ゆ
。
焉
ぞ
陰
嶺
塞
谷
土
底
に
硫

無
き
を

知
ら
ん
や
。
凡
そ

泉
臭
多
く
し
て
臭
な
ら
ざ
る
少
し
、
其
の
氣
硫

に
似
れ

ば
、
則
ち
子
西
の
説
、
未
だ

し
く

る
に
易
か
ら
ざ
る
な
り
。
自
ら
耳
目
の

隘
を
憐
れ
み
、
未
だ
陰
陽
を
測
ら
ず
。
故
に
其
の
説
を
詳
に
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。

慵
齋
成
は
、
成

（
一
四
三
九
〜
一
五
〇
四
）
で
あ
る
。
字
は

叔
、
號
は

慵
齋
、
虚
白
堂
。
李
氏
朝
鮮
初
期
の
名
臣
、
學
者
で
、『
慵
齋
叢
話
』（
全
十

）

を
著
し
た
。『
慵
齋
叢
話
』は
李
氏
朝
鮮
初
期
に
朝
廷
と
民
間
、
及
び
士
大
夫
の

間
に
傳
わ
っ
た
奇
談
や
傳
説
、
風
習
な
ど
を
記
録
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
中

に
、
中
國
文
學
に
お
け
る
遺
聞
、
怪
異
小
説
、
笑
話
な
ど
を
母
體
と
し
、
あ
る

い
は
中
國
文
學
の
地
理
志
、
風
習
志
な
ど
の
文
體
の
叙
述
方
法
を
參
考
に
し
て

お
り
、
中
國
文
學
と
緊
密
な
關
係
が
あ
る
三
十
七

。

羅
山
は
次
の
よ
う
に
『
慵
齋
叢
話
』（『
大
東
野
乘
』

之
二
（
朝
鮮
群
書
大

系
、﹇
正
﹈二
十
四
輯
續
二
十
四
輯
續
々
二
十
四
輯
別
集
七
輯
、
朝
鮮
古
書
刊
行

會
、
一
九
〇
六
〜
一
九
一
六
））

九
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

唐
子
西
『
論
湯
泉
記
』
に
云
く
、「
或
ひ
と
説
く
、
炎
州
の
地
性
酷
烈
に

し
て
、
故
に
山
谷
に
湯
泉
多
し
。
或
ひ
と
説
く
、
水
硫

よ
り
出
で
、
地

中
即
ち

か
く
、
初
め
よ
り
南
北
を
問
は
ず
。
今
、
臨

の
湯
泉
乃
ち
正

西
在
り
て
、
炎
州
の
餘
水
、
未
だ
必
ず
し
も
皆
熱
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
地

性
の
説
固
よ
り
已
に
之
を
失
ふ
。
然
れ
ど
も
硫

を
以
て
水
中
に
置
き
、

水
熱
き
能
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
硫

の
説
亦
た
未
だ
得
る
と
な
さ
ず
。
吾
意

へ
ら
く
、
湯
泉
は
天
地
の
間
に
在
り
、
自
ら
一
類
と
な
す
。
性
を
受
け
て

本
よ
り
然
り
、
未
だ
必
ず
し
も
待
つ
有
り
て

か
な
ら
ざ
る
な
り
。」
と
。

今
、
我
が
國
六
道
、
皆

井
有
り
て
、
惟
だ
京
畿
、
全
羅
道
こ
れ
無
し
。

（
中
略
）今
を
以
て
之
を

れ
ば
、

泉
多
く
は
北
方
寒
涼
深
山
窮
谷
の
間

に
在
り
、
炎
氣
に
由
り
て
明
を
成
す
に
非
ず
。
水
性
も
亦
た
各
〻
類
有
り
、

而
し
て
其
の
理
未
だ
測
料
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

成

は
北
宋
の
詩
人
・
唐
子
西
三
十
八
（
一
〇
七
〇
〜
一
一
二
〇
）
が
著
し
た
『
游

湯
泉
記
』
の
内
容
を
引
用
し
て
い
る
。『
游
湯
泉
記
』
の
原
文
は
以
下
の
よ
う
で

あ
る
。

水
北
十
餘
里
、
白
水
山
を
得
。
山
行
一
里
、
佛
跡
院
を
得
る
所
な
り
。

院
中
に
二
泉
湧
く
。
其
の
東
は
所
謂
湯
泉
、
其
の
西
は
雪
如
な
り
。
二
泉

相
去
る
こ
と
歩
武
の
間
に
し
て
、
東
泉
熱
き
こ
と
甚
だ
し
く
、
殆
ん
ど
指

を

る
べ
か
ら
ず
。
西
泉
を
以
て
之
を
解
き
て
、
然
る
後
に
調
適
し
て
浴
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す
べ
し
。
意
へ
ら
く
、
山
の
二
泉
を
出
だ
す
は
、
專
ら
浴
者
の
爲
に
計
る

か
。
或
ひ
と
説
く
、
炎
州
の
地
性
酷
烈
に
し
て
、
故
に
山
谷
湯
泉
多
し
と
。

或
ひ
と
説
く
、
水
は
硫

よ
り
出
で
、
地
中
即
ち

か
く
、
初
め
よ
り
南

北
を
問
は
ず
。
今
、
臨

湯
泉
乃
ち
正
西
に
在
り
て
、
炎
州
の
餘
水
、
未

だ
必
ず
し
も
皆
熱
か
ら
ざ
れ
ば
、則
ち
地
性
の
説
固
よ
り
已
に
之
を
失
ふ
。

然
れ
ど
も
硫

を
以
て
水
中
に
置
き
、
水

か
き
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
則

ち
硫

の
論
も
亦
た
未
だ
得
と
な
さ
ず
。
吾
意
へ
ら
く
、
湯
泉
天
地
の
間

に
在
り
、
自
ら
一
類
を
な
す
。
性
を
受
く
る
こ
と
本
よ
り
然
り
、
必
ず
し

も
待
つ
有
り
て
然
る
後
に

か
な
ら
ざ
る
な
り
。
凡
そ
物
各
〻
其
の
類
を

求
め
て
、
水
性
尤
も
耿
介
な
り
。
其
の
類
を
得
れ
ば
、
則
ち
數
千
萬
里
と

雖
も
、
伏
流
に
し
て
相
通
ず
。
其
の
類
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
横
絶

過
、

十
字
旁
午
に
し
て
、
相
入
ら
ず
。
故
に
二
泉
の
間
、
尋
常
を
容
る
る
能
は

ず
し
て
、
炎
凉
の
特
に
異
な
る
こ
と
此
の
如
し
。
蓋
し
亦
た
怪
し
む
に
足

る
無
き
は
、
氣
を
吹
け
ば
寒
と
爲
り
、
氣
を
呵
す
れ
ば

と
爲
り
て
、
同

じ
一
口
よ
り
出
づ
。
此
れ
其
の
證
な
り
。（『
眉
山
唐
先
生
文
集
』

八
）

泉
生
成
の
原
因
に
つ
い
て
二
つ
の
説
が
あ
る
。
一
つ
は
「
炎
州
の
地
質
は

苛
酷
」
で
、
も
う
一
つ
は
「
硫

を
含
ん
だ
水
は
、
地
中
に
す
で
に

か
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
臨

湯
泉
は
西
の
方
位
に
あ
り
、
炎
州
の
餘

水
は
必
ず
し
も
熱
い
と
は
限
ら
な
い
の
で
、地
性
の
説
は
す
で
に
通
用
し
な
い
。

硫

を
水
に
置
け
ば
、
水
は
暖
か
く
な
ら
な
い
の
で
、
硫

の
論
も
正
し
く
な

い
。
唐
子
西
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
説
は
間
違
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

泉

が
天
地
の
間
に
み
ず
か
ら
一
類
と
な
り
、
そ
の
性
質
が
本
來
そ
の
よ
う
で
、
他

の
も
の
に
頼
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
の

度
の
違
う

泉
は
、
も

と
よ
り
一
つ
の
口
か
ら
湧
い
て
く
る
。
こ
れ
は
、
息
を
吹
い
た
ら
寒
く
、
息
を

吐
い
た
ら

か
い
と
い
う
道
理
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。

成

は
唐
子
西
の
説
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
さ
ら
に
「
今
、
我
が
國
六
道
、

皆

井
有
り
て
、
惟
だ
京
畿
、
全
羅
道
こ
れ
無
し
」
と
述
べ
、
唐
子
西
の
説
を

認
め
て
い
る
。
李
氏
朝
鮮
太
宗
十
三
年（
一
四
一
三
）、
朝
鮮
半
島
は
八
つ
の
行

政
區
に
分
け
ら
れ
、
八
道
と
よ
ば
れ
る
。
京
畿
道
と
全
羅
道
は
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮

半
島
の
中
部
と
南
部
に
あ
る
。
成

は
、
朝
鮮
の

泉
が
北
の
寒
冷
地
に
あ
り
、

中
南
部
の

暖
と
炎
熱
の
地
域
に
は
な
い
の
で
、「
炎
州
地
性
」の
説
が
間
違
っ

て
い
る
と
論
證
し
て
い
る
。

こ
れ
に
對
し
て
、
羅
山
は
、
臭
い

泉
が
多
く
、
臭
く
な
い

泉
が
少
な
く
、

そ
の
匂
い
は
硫

に
似
て
い
る
の
で
、
生
成
の
原
因
は
山
の
中
に
硫

が
あ
る

こ
と
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
、
唐
子
西
が
否
定
し
た
「
硫

の
論
」
を
支

持
し
、
成

が
唐
子
西
の
説
を
排
斥
し
た
こ
と
を
責
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
羅
山
は
當
時
、
成

の
文
章
を
讀
ん
で
は
い
た
が
、
唐
子
西
の
原

文
と
は
對
照
し
て
お
ら
ず
、
文
中
の
「
吾
意
」
を
成

の
見
解
と
誤
解
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

章
取
義
で
、「
地
性
の
説
」
と
「
硫

の
論
」
は

す
べ
て
唐
子
西
の
説
だ
と
勘
違
い
し
て
い
る
。
彼
は

泉
の
成
因
を
究
明
し
た

い
の
で
は
な
く
、
朝
鮮
學
者
成

の
「
誤
り
」
を
批
判
し
、
使
者
を
困
ら
せ
て

揶
揄
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

質
問
七

﹇
原
文
﹈
貴
國
先
儒
退
溪
李
滉
、
專
依
程
、
張
、
朱
子
説
、
作
四
端
七
情
、
分

理
氣
辯
、
以
答
奇
大
升
。
其
意
謂「
四
端
出
於
理
、
七
情
出
於
氣
」。
此
乃
朱
子
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所
云
、「
四
端
理
之
發
、
七
情
氣
之
發
」
也
。
末
學
膚
淺
、
豈
容
喙
于
其
間
哉
。

退
溪
辯
尤
可
嘉
也
。
我
曾
見
其
答
、
未
見
其
問
。
是
以
思
之
、
其
分
理
氣
則
曰
、

「
太
極
理
也
、
陰
陽
氣
也
」三
十
九

、
而
不
能
合
一
、
則
其
弊
至
於
支
離

。
合
理
氣

則
曰
、「
理
者
、
氣
之
條
理
也
。
氣
者
、
理
之
運
用
也
」四
十

、
而
不

善

、
則

其
弊
至
於
蕩

。
方
寸
之
内
、
所
當
明
辨
也
。
大
升
所
問
果
如
何
。

﹇
訓
讀
﹈
貴
國
の
先
儒
退
溪
李
滉
、
專
ら
程
、
張
、
朱
子
の
説
に
依
り
て
、
四

端
七
情
を
作
り
て
、
理
氣
を
分
ち
て
辯
じ
、
以
て
奇
大
升
に
答
ふ
。
其
の
意
に

謂
ら
く
、「
四
端
は
理
よ
り
出
で
て
、
七
情
は
氣
よ
り
出
づ
」。
此
れ
乃
ち
朱
子

云
ふ
所
の
「
四
端
は
理
の
發
、
七
情
は
氣
の
發
」
な
り
。
末
學
膚
淺
に
し
て
、

豈
に
喙
を
其
の
間
に
容
れ
ん
や
。
退
溪
が
辯
、
尤
も
嘉
す
可
き
な
り
。
我
れ
曾

て
其
の
答
を
見
る
も
、
未
だ
其
の
問
を
見
ず
。
こ
こ
を
以
て
之
を
思
ふ
に
、
其

の
理
氣
を
分
か
ち
て
、
則
ち
「
太
極
は
理
な
り
、
陰
陽
は
氣
な
り
」
と
曰
ひ
て
、

合
一
す
る
能
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
弊
、
支
離
に
至
る
か
。
理
氣
を
合
し
て
、

則
ち
「
理
は
、
氣
の
條
理
な
り
。
氣
は
、
理
の
運
用
な
り
」
と
曰
ひ
て
、
善

を

ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
弊
、
蕩

に
至
る
か
。
方
寸
の
内
、
當
に
明
か
に

辨
ず
べ
き
所
な
り
。
大
升
が
問
ふ
所
、
果
し
て
如
何
。

羅
山
は
早
年
か
ら
朱
熹
（
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）
の
理
氣
論
に
對
し
て
疑

問
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
二
十
二
歳
の
時
、
吉
田
玄
之
を
介
し
て
藤
原
惺
窩（
一

五
六
一
〜
一
六
一
九
）
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、

太
極
は
理
な
り
、
陰
陽
は
氣
な
り
。
太
極
の
中
、
本
よ
り
陰
陽
有
り
、

陰
陽
の
中
も
亦
た
未
だ
嘗
て
太
極
有
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。五
常
は
理
な
り
、

五
行
は
氣
な
り
も
、
亦
た
然
り
。
是
を
以
て
或
ひ
は
理
氣
分
か
つ
べ
か
ら

ず
の
論
有
り
。
勝（
羅
山
）、
其
れ
朱
子
の
意
に

る
を
知
る
と
雖
も
、
而

れ
ど
も
或
い
は
強
ひ
て
之
を
言
ふ
。知
ら
ず
足
下
以
て
如
何
と
爲
す
。（『
羅

山
林
先
生
文
集
』

第
二
「
寄
田
玄
之
」）

と
述
べ
て
い
る
。
理
氣
二
元
論
は
朱
子
が
唱
え
た
萬
物
の
形
成
と
起
源
に
關
す

る
重
要
な
學
説
で
あ
る
。
朱
子
は
、「
所
謂
理
と
氣
と
は
、
此
れ
決
し
て
是
れ
二

物
な
り
」（『
朱
子
文
集
』

四
十
六
「
答
劉
叔
文
」）
と
述
べ
て
い
る
が
、
理
と

氣
の
關
係
を
説
明
す
る
時
に
は
、「
天
下
未
だ
理
無
き
の
氣
有
ら
ず
、
亦
た
未
だ

氣
無
き
の
理
有
ら
ず
」（『
朱
子
語
類
』「
理
氣
上
・
太
極
天
地
上
」
第
十
條
）

「
理
は
未
だ
嘗
て
氣
を
離
れ
ず
」（
同
上
）と
も
述
べ
て
い
る
。「
理
は
先
に
在
り
、

氣
は
後
に
在
り
」、「
是
の
理
有
れ
ば
、
便
ち
是
の
氣
有
り
、
但
し
理
は
是
れ
本

な
り
」「
未
だ
天
地
有
ら
ざ
る
の
先
、
畢
竟
是
れ
先
ず
此
の
理
有
り
」（
同
上
）

な
ど
と
述
べ
、
理
が
萬
物
の
本
源
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
理
の
絶
對
性
を
認

め
て
い
る
。
朱
子
の
理
氣
二
元
論
は
理
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
理
は
、

世
界
の
本
源
で
あ
り
、
本
體
で
あ
る
。
氣
は
、
萬
物
を
構
成
す
る
材
料
で
あ
り
、

具
體
的
で
運
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
理
は
形
而
上
の
本
體
的
存
在
で
、
氣
の
運

動
は
形
而
下
の
現
象
、
作
用
で
あ
る
。

羅
山
は
、
理
と
氣
の
關
係
に

み
、
王
陽
明
（
一
四
七
二
〜
一
五
二
九
）
の

説
に
傾
い
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
、「
理
と
氣
は
一
か
、
二
か
。
王
守
仁
曰
く
、

『
理
は
氣
の
條
理
、
氣
は
理
の
運
用
な
り
』」（『
羅
山
林
先
生
文
集
』

第
六
十

七
「
隨
筆
三
」）「
古
今
、
理
氣
を
論
ず
る
者
多
し
。
未
だ
焉
を
過
ぎ
る
者
有
ら

ず
、
獨
り
大
明
の
王
守
仁
、『
理
は
氣
の
條
理
、
氣
は
理
の
運
用
な
り
』と
云
ふ
」

（『
羅
山
林
先
生
文
集
』

第
六
十
八
「
随
筆
四
」）
と
述
べ
て
い
る
。
羅
山
の
見

解
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
朝
鮮
に
お
け
る
四
端
七
情
の
論

に
つ
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い
て
見
て
お
こ
う
。

（
一
）
朝
鮮
に
お
け
る
四
端
七
情
の
論

朝
鮮
儒
學
史
上
で
は
、
四
端
七
情
と
理
氣
に
關
す
る
論

は
朱
子
學
の
主
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
發
端
は
李
退
溪
四
十
一

（
一
五
〇
一
〜
一
五
七
〇
）

と
奇
高
峰
四
十
二

（
一
五
二
七
〜
一
五
七
二
）
の
間
の
四
七
論

で
あ
る
。

四
端
七
情
の
論

は
李
退
溪
が
鄭
秋
巒
四
十
三

（
一
五
〇
九
〜
一
五
六
一
）
の

『
天
命
圖
説
』
の
「
四
端
は
理
よ
り
發
し
、
七
情
は
氣
よ
り
發
す
」
に
つ
い
て
、

「
四
端
は
理
の
發
、
七
情
は
氣
の
發
」と
改
め
た
こ
と
に
對
し
て
、
奇
高
峰
が
異

論
を
唱
え
た
こ
と
に
始
ま
る
。「
四
端
は
理
の
發
、
七
情
は
氣
の
發
な
り
」の
出

典
は
、『
朱
子
語
類
』
で
あ
る
。

「
四
端
は
理
の
發
で
あ
り
、
七
情
は
氣
の
發
で
あ
る
。」質
問
、「
喜
怒
愛

欲
の
よ
う
に
見
た
が
、
仁
義
に
似
て
い
る
。」（
朱
子
の
）答
え
、「
固
よ

り
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。」（『
朱
子
語
類
』「
孟
子
三
・
公
孫
丑
上
之

下
・
人
皆
有
不
忍
人
之
心
章
」）

こ
れ
に
つ
い
て
、
朱
子
は
詳
し
く
解
説
し
て
い
な
い
。
中
國
儒
學
史
上
で
四

端
七
情
と
理
氣
と
關
連
づ
け
て
論
じ
る
の
は
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は

朝
鮮
で
は
重
視
さ
れ
、
よ
く
論
及
さ
れ
た
。
四
端
七
情
論
は
朝
鮮
で
三
百
年
以

上
も
續
い
て
い
る
。
李
退
溪
と
奇
高
峰
は
往
復
書
簡
の
形
式
で
自
分
の
見
解
を

説
い
て
い
る
。
李
退
溪
と
奇
高
峰
の
各
自
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
代
表

的
な
研
究
成
果
を
次
に

げ
る
。

羅
安
憲
に
よ
れ
ば
、
李
退
溪
は
理
と
氣
を
「
不
離
」
の
關
係
に
あ
る
と
し
つ

つ
も
、
理
は
畢
竟
理
で
あ
り
、
氣
は
畢
竟
氣
で
あ
り
、
理
即
ち
氣
、
氣
即
ち
理

と
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
理
と
氣
の
分
屬
の
違
い

に
よ
っ
て
、
天
地
の
性
と
氣
質
の
性
の
區
分
が
あ
り
、
四
端
と
七
情
の
區
分
も

あ
る
。
四
端
に
は
、
理
が
發
し
て
氣
が
随
い
、
七
情
に
は
、
氣
が
發
し
て
理
が

そ
れ
に
乗
る
と
い
う
四
十
四

。
こ
れ
は
、
李
退
溪
の
四
端
七
情
の
論
の
基
本
的
な

見
方
で
あ
る
。

一
方
、
李
甦
平
は
、
奇
高
峰
の
理
氣
論
を
以
下
の
三
點
に
ま
と
め
て
い
る
。

一
、
理
と
氣
は
一
つ
の
も
の
で
は
な
い
。
二
、
一
切
の
現
實
的
に
存
在
す
る
も

の
は
必
ず
理
と
氣
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
が
欠
け
て
も
だ
め

で
あ
る
。
三
、「
四
端
は
理
よ
り
發
し
、
七
情
は
氣
よ
り
發
す
」
と
い
う
の
は
、

理
と
氣
を
二
つ
に
分
け
て
い
る
の
で
、
朱
子
の
思
想
と
一
致
し
な
い
四
十
五

。

羅
山
は
李
退
溪
と
奇
高
峰
の
論

に
つ
い
て
「
曾
て
其
の
答
を
見
て
、
未
だ

其
の
問
ふ
を
見
ず
」
と
言
い
、
さ
ら
に
「
大
升
が
問
ふ
所
、
果
し
て
如
何
」
と

問
い
詰
め
て
い
る
。
羅
山
は
わ
ざ
と
使
者
の
答
え
ら
れ
な
い
質
問
を
投
げ
た
と

い
う
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
、
朝
鮮
側
の
記
録
に
基
づ
い
て
、

羅
山
の
意
圖
を
分
析
し
た
い
。

（
二
）
羅
山
の
意
圖

朝
鮮
副
使
の
金
世

『
海

』（『
東
溟
集
』
所
收
）
で
は
、

永
十
三
年

の
訪
日
時
の
全
行
程
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
「（
十
二
月
）
十
三

日
癸
未
晴
」
の
條
に
、
羅
山
と
の
や
り
取
り
が
見
え
る
。

是
の
日
、
道
春
至
り
、
經
史
中
の
難
解
の
處
六
十
餘
條
を
拈
出
し
以
て

問
ふ
。
字
畫
文
辭
、

然
と
し
て

る
べ
し
。
遂
に
之
に
答
ふ
。
又
、
理

氣
の
先
後
、
四
端
七
情
の
分
を
論
ず
。
往
復
す
る
こ
と
三
四
た
び
、
辨
論

已
ま
ず
。
辭
少
し
く
屈
す
る
が
若
し
。
乃
ち
曰
く
、「
李
退
溪
、
奇
高
峰
の

論
ず
る
所
儘
く
好
く
、
高
峰
の
説
や
や
勝
る
」と
。
又
曰
く
、「
圃

曾
て

― ―58

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
六
号



命
を
奉
じ
て
此
に
到
る
。
既
に
是
れ
理
學
の
師
宗
な
り
、
王
者
は
、
一
つ

の
辜
あ
ら
ざ
る
を
殺
し
て
、
天
下
を
得
る
を
爲
さ
ず
。
圃

、
其
の
死
を

得
ざ
る
は
何
ぞ
や
」
と
。
問
ふ
所
皆
此
の
類
な
り
。

又
、
理
學
の
工
夫
を
論
ず
。
其
の
説
、
頓
悟
の
旨
多
し
。
余
、
答
へ
て

曰
く
、「
此
れ
乃
ち
釋
氏
の
派
な
り
、
仲
尼
の
徒
の
道
は
ざ
る
所
に
し
て
、

吾
、
未
だ
之
を
學
ば
ず
」
と
。

道
春
書
を
得
て
、
頓
首
に
し
て
曰
く
、「
使
臣
の
言
、
我
を
藥
石
す
る
な

り
。
我
が
國
の
學
問
、
皆
禪
よ
り
出
づ
。
所
以
に
此
の
患
有
り
。
如
一
に

孔
氏
の
學
に

せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
當
に
何
に
修
む
べ
く
し
て
可
な

る
か
」
と
。

余
（
金
世

）、
答
へ
て
曰
く
、「
其
の
工
夫
の
梯
級
は
、
則
ち
格
物
、

致
知
、
誠
意
、
正
心
よ
り
、
平
天
下
に
至
る
。
其
の
倫
は
、
則
ち
父
子
親

し
む
有
り
よ
り
、
朋
友
信
有
る
に
至
る
。
其
の
制
は
、
則
ち
冠
昏
喪
祭
な

り
。
其
の
文
は
、
則
ち『
詩
』『
書
』『
易
』『
春
秋
』な
り
。
聖
人
の
道
は
、

俱
に
方
冊
に
在
り
。

り
て
之
を
求
む
れ
ば
、
自
ら
師
を
得
べ
し
」
と
。

道
春
喜
び
て
曰
く
、「
敬
み
て
命
を
聞
か
ん
。
今
は
、
我
、
官
制
を
改
め

て
、
服
色
を
易
へ
ん
と
欲
す
。
願
は
く
は
貴
國
の
制
度
及
び
中
朝
の
官
制

を
聞
か
ん
。」仍
つ
て
漢
、
唐
、
南
北
朝
、
金
、
元
、
大
明
の
官
制
を

ぐ
。

論
難
蜂
起
し
、
專
ら
辯
の
博
き
を
以
て
自
ら
高
く
す
。（『
東
溟
集
』

十

『
海

』、
韓
國
文
集
叢
刊
第
九
十
五
輯
、
民
族
文
化
推
進
會
、
一
九
九

二
）

金
世

の
記
録
か
ら
見
れ
ば
、
實
際
に
、
羅
山
は
奇
高
峰
の
説
を
知
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、「
高
峰
の
説
や
や
勝
る
」と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
辯

論
中
に
羅
山
の
し
ぐ
さ
に
つ
い
て
、
金
世

は
「
辭
少
し
屈
す
る
が
若
し
」
と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
金
世

は
羅
山
と
違
っ
て
李
退
溪
の
説
を
支
持
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
し
金
世

の
記
録
が
事
實
で
あ
っ
た
ら
、
羅
山
は

使
者
と
の
論
辯
に
お
い
て
優
位
に
立
て
な
か
っ
た
。
羅
山
が
朝
鮮
儒
學
に
お
け

る
難
問
の
「
四
七
論

」
に
つ
い
て
質
問
を
出
し
た
。
意
圖
は
使
者
の
學
術
水

準
を
圖
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
、
朝
鮮
側
の
記
録

羅
山
は
宗
義
成
を
通
じ
て
、
書
簡
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
を
使
者
に
寄
せ
た
。

羅
山
の
『
文
集
』
で
は
、
こ
の
書
簡
の
最
後
に
、「
此
の
書
、
宗
對
馬
守
義
成
に

憑
り
て
、
三
使
に
示
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
答
ふ
る
能
は
ず
」と
書
い
て
い
る
。

し
か
し
、
朝
鮮
使
者
の
著
作
に
は
、
羅
山
か
ら
の
書
簡
が
届
い
た
と
い
う
記
録

が
な
い
。
宗
義
成
が
こ
の
書
簡
を
使
者
に
渡
し
た
か
ど
う
か
分
ら
な
い
。
だ
が
、

前
述
の
金
世

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
羅
山
が
十
三
日
に
使
者
と
會
見
し
た
時
に

質
問
し
た
内
容
は
、
例
え
ば
圃

の
死
、
放
鷹
の
術
な
ど
、
だ
い
た
い
裏
付
け

が
取
れ
る
。
答
え
ら
れ
な
い
質
問
に
つ
い
て
は
、
金
世

が
一
々
記
録
せ
ず
に

「
問
う
た
所
は
皆
此
の
類
」
と
だ
け
書
い
て
い
る
。

ま
た
、
羅
山
と
三
使
者
と
の
會
見
の
前
夜
、
つ
ま
り
十
二
月
十
二
日
の
夜
に
、

宗
義
成
は
將
軍
に
謁
見
す
る
儀
禮
に
つ
い
て
使
者
と
相
談
し
て
い
た
。
謁
見
の

禮
儀
作
法
は
日
朝
両
國
の
外
交
關
係
に
深
い
關
わ
り
が
あ
っ
て
、
慎
重
に
對
應

す
る
の
は
當
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
羅
山
の
意
見
は
使
者
を
怒
ら
せ
た
。

「
十
二
日
壬
午
晴
留
江
戸
」
の
條
で
、
金
世

は
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。
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夜
、
義
成
來
り
て
言
ふ
、「
諸
執
政
、
大
君
の
前
に
會
し
、
傳
命
の
禮
貌

を
議
定
す
。
大
炊
曰
く
、『
我
、
大
君
の
命
を
以
て
往
き
て
使
臣
に
見
え
、

朝
鮮
の
揖
禮
を
行
ふ
。
使
臣
大
君
に
見
ゆ
る
に
、
亦
た
當
に
日
本
の
禮
を

行
ふ
べ
し
』と
。
道
春
曰
く
、『
頃
ご
ろ
聞
く
、
我
が
國
の
使
臣
の
朝
鮮
に

往
く
や
、
庭
に
禮
を
行
ふ
と
。
朝
鮮
の
使
臣
我
が
國
に
來
り
て
、
獨
り
庭

に

せ
ざ
る
か
。
宜
し
く
庚
寅
の
故
事
に

ふ
べ
し
。
大
君
當
に
交
椅
に

坐
り
、
使
臣
の
禮
を
行
ふ
を
受
く
べ
し
』
と
。
大
君
、
持
難
の
意
有
り
と

雖
も
、
此
の
人
等
、
再
三
力

し
、
此
の
兩
説
を
以
て
恭
酌
す
。
之
を
定

め
て
曰
く
、『
朝
鮮
、

に
日
本
を
以
て
禮
を
知
ら
ず
と
爲
す
。
今
、
若
し

仍
つ
て
謬
例
に
循
ひ
、
改
定
を
爲
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
必
ず
未
だ
一
向
に
朝

鮮
に
笑
を

す
を
免
れ
ず
』と
云
ふ
。
故
に
俺
、
極
め
て
以
て
悶
と
爲
し
、

敢
へ
て
此
に
先
に
告
ぐ
」
と
。

余
等
曰
く
、「
貴
國
務
め
て
禮
を
知
ら
ん
と
欲
し
て
、
反
つ
て
未
だ
失
禮

の

を
免
れ
ず
。
亦
た
一
笑
す
る
に
足
る
。
所
謂
庚
寅
の
故
事
は
、
何
れ

の
時
の
事
か
。
家
康
の
定
規
に
法
ら
ず
、
兇
逆
の
秀
吉
に
法
ら
ん
と
欲
す
。

此
れ
禮
を
知
る
と
謂
ふ
べ
き
や
。
若
し
此
の
禮
を
行
へ
ば
、
死
有
る
の
外
、

じ
て
從
ふ
べ
か
ら
ず
。
速
や
か
に

へ
て
報
ず
る
を
爲
し
、
百
年
の

好
を

す
無
か
れ
」
と
。
峻
斥
に
し
て
以
て
送
る
。（『
東
溟
集
』

十
『
海

』、
韓
國
文
集
叢
刊
第
九
十
五
輯
、
民
族
文
化
推
進
會
、
一
九
九
二
）

羅
山
の
言
う
「
庚
寅
故
事
」
と
は
、
庚
寅
年
間
（
一
五
九
〇
）
に
朝
鮮
が
豐

臣
秀
吉
の
要
請
に
應
じ
て
、

允
吉
四
十
六
（
一
五
三
六
〜
？
）、
金
誠
一
四
十
七
（
一

五
三
八
〜
一
五
九
三
）
等
を
通
信
使
と
し
て
日
本
に
派
遣
し
た
こ
と
で
あ
る
。

來
日
し
た
通
信
使
と
日
本
側
と
の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
摩
擦
が
生
じ
た
。
朝
鮮
側

か
ら
見
れ
ば
、
摩
擦
の
發
生
し
た
原
因
は
日
本
側
の
招
待
が
失
禮
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

十
六
世
紀
中
葉
以
來
、
日
本
は
す
で
に
明
朝
に
朝
貢
し
て
お
ら
ず
、
明
の
皇

帝
に
よ
る
冊
封
も
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
秀
吉
の
天
下
統
一
を
果
た
し
た
後
、

明
朝
征
服
を
企
て
て
、
一
五
八
七
年
に
朝
鮮
に
使
者
を
派
遣
す
る
よ
う
要
請
し

た
。
そ
の
實
質
的
な
目
的
は
朝
鮮
を
臣
服
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
、
そ
れ
ま
で
「
小
中
華
」
と
自
任
し
て
い
た
朝
鮮
は
、
自
國
中
心
の
朝
貢

體
系
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
四
十
八

。
そ
こ
で
、
日
朝
間
の
も
め
ご
と
は
偶

然
で
は
な
か
っ
た
。
當
時
、
羅
山
が
豐
臣
秀
吉
時
代
の
接
待
方
式
を
用
い
た
い

と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
朝
鮮
に
對
す
る
強
硬
な
姿
勢
を
窺
え
る
。

「
庚
寅
故
事
」は
朝
鮮
使
者
に
と
っ
て
は
、
屈
辱
だ
っ
た
の
で
、
使
者
は
憤
然

と
し
て
「
若
し
此
の
禮
を
行
へ
ば
、
死
有
る
の
外
、

じ
て
從
ふ
べ
か
ら
ず
」

と
拒
否
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
正
使
任

の
著
作
『
丙
子
日
本
日
記
』四
十
九

と

の
著
作
『
東

』五
十

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、「
寄
朝
鮮
三
官
使
」で
は
、
羅
山
が
使
者
に
出
し
た
朝
鮮
の
歴
史
、

漢
學
、
本
草
學
、
理
學
な
ど
に
關
す
る
質
問
は
、
中
國
の
文

に
基
づ
い
て
、

朝
鮮
の
學
問
を
反
駁
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
激
し
い
言
葉
遣
い
は
、
彼
自
身

の
博
覧
強
記
と
博
學
多
才
の
側
面
を
示
す
一
方
、
日
本
は
島
國
だ
が
、

視
さ

れ
る
の
を
許
さ
な
い
と
使
者
に
傳
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
羅
山
が
示
し

た
強
硬
な
姿
勢
と
横
柄
な
態
度
は
、
朝
鮮
使
者
の
記
録
か
ら
も
窺
え
る
。
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お
わ
り
に

通
信
使
外
交
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
と
朝
鮮
と
の
重
要
な
外
交
政
策

で
あ
る
。
初
期
の
德
川
幕
府
に
と
っ
て
、
朝
鮮
と
の
往
來
は
、
政
治
上
必
要
で

あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
文
化
的
繁
榮
と
經
濟
成
長
に
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
朝
鮮
と
違
っ
て
、
日
本
は
昔
か
ら
華
夷
秩
序
の
も
と
で
中
國
と
つ
か

ず
離
れ
ず
の
關
係
を
長
年
保
っ
て
い
た
。
中
華
文
明
か
ら
養
分
を
十
分
に
吸
収

し
た
日
本
は
、
徐
々
に
獨
自
の
文
化
を
作
り
出
し
、
自
國
を
中
心
と
す
る
新
た

な
外
交
關
係
と
東
ア
ジ
ア
秩
序
の
構
築
を
圖
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
初
頭
、
幕

府
の
知
識
人
の
代
表
人
物
と
し
て
、羅
山
は
驚
嘆
す
べ
き
學
識
と
才
能
を
有
し
、

さ
ら
に
高
い
政
治
的
感
受
性
と
外
交
意
識
を
備
え
て
い
た
。
彼
が
朝
鮮
使
者
に

宛
て
た
書
簡
に
見
え
る
高
慢
な
態
度
は
、
彼
の
博
學
多
才
と
幕
府
で
の
高
い
地

位
に
由
來
し
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
よ
る
從
來
の
東
ア

ジ
ア
秩
序
へ
の
挑

、
お
よ
び
日
本
の
國
力
の
充
實
と
文
化
の
繁
榮
に
深
く
か

か
わ
っ
て
い
た
。

「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」の
内
容
か
ら
言
う
と
、
羅
山
が
質
問
し
た
意
圖
は
、
朝

鮮
の
學
者
よ
り
高
い
學
識
と
才
能
を
見
せ
、
日
本
の
文
教
水
準
を
あ
ら
わ
す
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
質
問
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
中
國
の
思
想
と
歴
史

の

束
縛
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
日
本
は
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
一

員
と
し
て
、
生
活
風
習
か
ら
思
想
文
化
に
至
る
ま
で
、
禮
儀
作
法
か
ら
政
治
意

識
に
至
る
ま
で
、
こ
と
ご
と
く
中
華
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
江
戸
時
代

初
期
に
お
け
る
日
本
の
學
問
も
ま
た
中
國
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
新
秩

序
の
構
築
に
は
、
強
大
な
思
想
體
系
の
支
え
が
必
要
で
あ
る
。
羅
山
の
生
き
た

時
代
は
、
西
洋
思
想
が
ま
だ
浸
透
し
な
い
の
で
、
中
國
の
支
配
的
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
で
あ
る
儒
家
思
想
、
特
に
宋
明
理
學
が
彼
の
思
想
の
重
要
な
一
部
と
な
っ

て
い
た
。
羅
山
は
日
本
を
「
神
國
」
と

し
、
朝
鮮
を
日
本
の
藩
國
と
み
な
そ

う
と
し
た
。江
戸
の
思
想
文
化
の
發
展
の
黎
明
期
に
お
け
る
羅
山
の
思
想
に
は
、

彼
の
強
い
國
家
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。

か
ん

が
せ
ん
・
言
語
文
学
専
攻
）

注一

林
羅
山
は
、
名
は
信
勝
、
字
は
子
信
、
法
號
は
道
春
。

二

任

は
、
字
は
子
瀞
、
號
は
白
麓
。
李
氏
朝
鮮
中
期
の
文
臣
。
一
六
〇
九
年
に
、

李
氏
朝
鮮
の
科

で
あ
る
司
馬
試
に
合
格
し
た
後
、
成
均
館
に
入
る
。
秀
才
と

せ
ら
れ
評
判
が
高
か
っ
た
。
著
作
に
は
『
丙
子
日
本
日
記
』
が
あ
る
。

三

金
世

は
、
字
は
道
源
、
號
は
東
溟
。
李
氏
朝
鮮
中
期
の
文
臣
。
一
六
一
五
年
に

生
員
・
進
士
試
に
合
格
し
、
一
六
一
六
年
に
増
廣
文
科
に

元
で
及
第
し
た
後
、

禮
曹
佐
郎
に
な
り
、
侍
講
院
司
書
を
兼
任
し
た
。
一
六
一
七
年
に
侍
講
院
正
言
に

な
っ
た
。
著
書
に
は
『
東
溟
集
』『
海

録
』
な
ど
が
あ
る
。

四

は
、
字
は
子
由
、
號
は
漫
浪
、
青
丘
。
李
氏
朝
鮮
後
期
の
文
臣
・
學
者
。
著

作
物
に
は
『
漫
浪
集
』
が
あ
る
。

五

阿
部
吉
雄「
林
羅
山
と
朝
鮮
儒
學
」（『
日
本
朱
子
學
と
朝
鮮
』東
京
大
學
出
版
會
、

一
九
六
五
）
で
は
、
羅
山
と
朝
鮮
通
信
使
と
の
や
り
と
り
を
言
及
し
た
。「
寄
朝

鮮
國
三
官
使
」（『
羅
山
先
生
文
集
』

第
十
四
所
収
）
に
つ
い
て
は
、
羅
山
の
質

問
に
は
朝
鮮
國
と
し
て
差
し
障
り
の
あ
る
質
問
が
多
か
っ
た
と
指
摘
し
、
さ
ら

に
、
羅
山
の
實
證
的
に
合
理
的
な
史

、
倫
理

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。

六

李
元
植
「
林
羅
山
と
朝
鮮
通
信
使
」（『
朝
鮮
學
報
』
第
百
十
九
・
百
二
十
輯
、
朝
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鮮
學
會
、
一
九
八
六
）で
は
、
日
韓
両
國
の
善
隣
友
好
の
角
度
か
ら
、
林
羅
山
と

通
信
使
の
交
歓
の
實
態
を
探
っ
て
い
る
。

永
十
三
年
の
第
四
回
目
の
交
渉
で

は
、
羅
山
が
副
使
金
世

に
聖
賢
圖
像
の
賛
を
書
写
し
て
も
ら
い
、
學
士
權

と

の
唱
和
の
實
態
述
べ
た
が
、「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」（
前
掲
）と
い
う
文
書
に
つ
い

て
、
阿
部
吉
雄
「
羅
山
の
合
理
的
史

、
倫
理

」
の
説
を
と
っ
て
い
る
。

七

金
仙
熙
「
十
七
世
紀
初
期
〜
中
期
日
朝
知
識
人
の
他
者
像
｜

林
羅
山
と
朝
鮮

通
信
使
の
筆
談
に
よ
せ
て
｜

」（
廣
島
大
學
大
學
院
教
育
學
研
究
科
紀
要
、
第
二

部
第
五
〇
號
、
二
〇
〇
一
）で
は
、
林
羅
山
と
朝
鮮
通
信
使
と
六
回
の
筆
語
を
論

述
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
朝
鮮
知
識
人
に
と
っ
て
日
本
は
秀
吉
時
代
と
同
じ
く
、

「
文
明
」
か
ら
遠
い
「
武
人＝
兵
の
優
位
の
國
」
だ
と
述
べ
、
羅
山
は
朝
鮮
を
朝

貢
國
と
み
な
し
て
、
朝
鮮
の
知
識
人
か
ら
損
傷
さ
れ
た
プ
ラ
イ
ド
を
修
復
す
る

と
語
っ
て
い
る
。

八

五
山
は
、
禪
宗
の
臨
濟
宗
で
最
高
の
格
式
を
も
つ
五
つ
の
大
き
な
寺
。

九

『
周
易
』「

卦
」
に
「
六
四
、

國
之
光
、
利
用
賓
於
王
」
と
あ
る
。「
象
傳
」

に
「

國
之
光
、
尚
賓
也
」
と
あ
る
。
杜
甫
『
奉
贈
韋
左
丞
丈
二
十
二
韻
』
に
「
甫

昔
少
年
日
、
早
充

國
賓
。
讀
書
破
萬

、
下
筆
如
有
神
」
と
あ
る
。

十

文
科
大
學
史
誌
叢
書
、
吉
川
半
七
、
一
九
〇
四
、
國
立
國
會
圖
書
館
所
收
。

十
一

金
富

は
、
字
は
立
之
、
號
は
雷
川
、

號
は
文
烈
。

十
二

『
三
國
志
』
魏
書
三
十
「
韓
傳
」
に
「
韓
在
帶
方
之
南
、
東
西
以
海
爲
限
、
南
與

倭
接
、
方
可
四
千
里
。
有
三
種
、
一
曰
馬
韓
、
二
曰
辰
韓
、
三
曰
辯
韓
」と
あ
る
。

十
三

『
後
漢
書
』「
東
夷
列
傳
」に「
韓
有
三
種
、
一
曰
馬
韓
、
二
曰
辰
韓
、
三
曰
辯
辰
。

馬
韓
在
西
、
有
五
十
四
國
、
其
北
與

浪
、
南
與
倭
接
。
辰
韓
在
東
、
十
有
二
國
、

其
北
與

接
。
辯
辰
在
辰
韓
之
南
、
亦
十
有
二
國
、
其
南
亦
與
倭
接
」と
あ
る
。

十
四

『
尚
書
』「
洪
範
」
に
「
武
王
勝
殷
、
殺
受
、
立
武
庚
、
以
箕
子

。
作
『
洪
範
』」

と
あ
る
。

十
五

李

は
、
字
は
穎
叔
、
號
は
牧

。

十
六

陵
の

い
は
、
春
秋
時
代
の
紀
元
前
五
七
五
年
に
、

陵（
今
の
河
南
省

陵

縣
）
に
て
晋
と
楚
の
戦
い
を
指
す
。『
史
記
』「
楚
世
家
」
に
「
共
王
十
六
年
、
晉

伐
鄭
。
鄭
告
急
、
共
王
救
鄭
。
與
晉
兵

陵
、
晉
敗
楚
、
射
中
共
王
目
」と
あ

る
。

十
七

共
王（
前
六
〇
〇
〜
前
五
六
〇
）は
、
前
五
九
〇
〜
前
五
六
〇
年
在
位
。
姓
は

、

氏
は
熊
、
諱
は
審
、
ま
た
は
箴
。
春
秋
時
代
の
楚
の
第
二
十
四
代
の
君
主
。

十
八

呂

（
生

年
不
詳
）
は
、
魏

、
厨
武
子
と
も
い
う
。

十
九

劉
邦
（
前
二
五
六
〜
前
一
九
五
）
は
、
前
漢
の
初
代
皇
帝
、
前
二
〇
二
年
〜
前
一

九
五
在
位
。

二
十

英
布
（
生
年
不
詳
〜
前
一
九
六
）
は
、
秦
末
か
ら
前
漢
初
期
に
か
け
て
の
武
將
、

通

は

布
。

二
十
一

『
史
記
』

八
「
高
祖
本
紀
」
に
「
高
祖

布
時
、
爲
流
矢
所
中
、
行
道
病
」
と

あ
る
。

二
十
二

『
孟
子
』「
公
孫
丑
上
」
に
「
行
一
不
義
、
殺
一
不
辜
而
得
天
下
、
皆
不
爲
也
」
と

あ
る
。

二
十
三

李
成
桂
は
、
李
氏
朝
鮮
の
初
代
王
で
、
一
三
九
二
〜
一
三
九
八
年
在
位
。

二
十
四

晋
・
劉
伶
『
酒
德
頌
』
に
「
有
貴
介
公
子
、

紳
處
士
、
聞
吾
風
聲
、
議
其
所
以
」

と
あ
る
。

二
十
五

李

『
新
増
鷹

方
』（
書
写
年
不
明
）。
國
立
國
會
圖
書
館
に
は
、
日
本

永
二

〇
年
（
一
六
四
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
版
本
が
あ
る
。

二
十
六

李

『
新
増
鷹

方
』「
調
養

説
・
救
急
方
」
に
「
又
虱
子
、
浴
草

湯
。
又

梨

根
、
栢
部
根
、
二
味
爲
末
、
加

粉
、

連
細
研
、

飼
爲
妙
」
と
あ
る
。

二
十
七

李

『
新
増
鷹

方
』「
調
養

説
・
救
急
方
」
に
「
脚
趾
浮
腫
者
、
謂
足
項
匿
。

針
破
後
、
胡
王
師
根
納
針
穴
」
と
あ
る
。

二
十
八

李

『
新
増
鷹

方
』「
調
養

説
・
救
急
方
」
に
「
若
喘
急
、
大

細
末

肉

飼
之
…
…
又
野
人
乾
水
浸
肉
飼
之
」
と
あ
る
。

二
十
九

李

『
新
増
鷹

方
』「
調
養

説
・
救
急
方
」
に
「
朱
砂
散
、
朱
砂
研
、
雄

研
、
各
一
分
…
…
納
猪
肝
肉
、
以
葉
包

、
用
童
便
煮
熟
」
と
あ
る
。

三
十

白
居
易
（
七
七
二
〜
八
四
六
）
は
、
唐
の
時
代
の
詩
人
。
字
は

天
。
號
は
香
山

居
士
。
詩
作
「
放
鷹
」
は
『
全
唐
詩
』

四
百
二
十
四
に
收

さ
れ
る
。「
放
鷹
」
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に
「
聖
明
馭
英
雄
、
其
術
亦
如
斯
。
鄙
語
不
可
棄
、
吾
聞
諸

師
」
と
あ
る
。

三
十
一

堀
勇
雄『
林
羅
山
』（
人
物
叢
書
一
一
八
、
日
本

史
學
會
編
集
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
四
）
第
一
三
二
〜
一
三
四
頁
を
參
照
。

三
十
二

金
仙
熙
「
十
七
世
紀
初
期
〜
中
期
日
朝
知
識
人
の
他
者
像
｜

林
羅
山
と
朝
鮮

通
信
使
の
筆
談
に
よ
せ
て
｜

」（
前
掲
）
を
參
照
。

三
十
三

『
羅
山
林
先
生
文
集
』

四
十
六
・
賛
上
「
鷹
賛
」
に
「
鳥
中
有
凌
雲
之
志
者
、

鷹
也
。
古
人
呼
曰
、『
決
雲
兒
』。
故
仰
則
羽
族
遠

、
俯
則
毛
群
伏
窒
。
嗚
呼
、

大
丈
夫
可
雄
飛
、
不
可
雌
伏
。
可
以
人
而
不
如
鳥
乎
」
と
あ
る
。

三
十
四

『
莊
子
』「
外
物
」
に
「
陰
陽
錯
行
、
則
天
地
大

、
於
是
乎
有
雷
有

、
水
中
有

火
、
乃
焚
大
槐
」
と
あ
る
。

三
十
五

『
淮
南
子
』「
氾
論
訓
」
に
「
老
槐
生
火
、
久
血
爲

、
人
弗
怪
也
」
と
あ
る
。

三
十
六

『
後
漢
書
』
志
第
二
十
三
「
郡
國
五
」
で
は
、「
臨

」
に
つ
い
て
李
賢
の
注
に
「
博

物
記
曰
、『
有
火
井
、
深
二
三
丈
、
在
縣
南
百
里
。
以
竹
木
投
取
火
、
後
人
以
火

燭
投
井
中
、
火
即
滅
絶
、
不
復
然
。』蜀
都
賦
注
曰
、『
火
井
欲
出
其
火
、
先
以
家

火
投
之
、
須

許
隆
隆
如
雷
聲
、
爛
然
通
天
、
光
耀
十
里
、
以
竹
筒
盛
之
、
接
其

光
而
無
炭
也
。
取
井
火
還
、
煮
井
水
、
一

水
得
四
五
斗
鹽
、
家
火
煮
之
、
不
過

二
三
斗
鹽
耳
』」
と
あ
る
。
西
晉
・
張
華
『
博
物
志
』

二
に
「
臨

火
井
一
所
、

從
廣
五
尺
、
深
二
三
丈
。
井
在
縣
南
百
里
、
昔
時
人
以
竹
木
投
以
取
火
。
諸
葛
丞

相
往
視
之
。
後
火
轉
盛
熱
、
盆
蓋
井
上
、
煮
鹽
得
鹽
、
入
於
家
火
即
滅
、
訖
今
不

復
燃
也
。
酒
泉
延
壽
縣
南
山
名
火
泉
、
火
出
如
炬
」
と
あ
る
。

三
十
七

李
紅
梅
『「
慵
齋
叢
話
」
研
究
』（
延
邊
大
學
、
二
〇
〇
五
）
を
參
照
。

三
十
八

唐
子
西
は
、
名
は
庚
、
字
は
子
西
、
魯
國
先
生
と
よ
ば
れ
る
。
眉
州（
今
の
四
川

省
眉
山
市
）
の
人
。

三
十
九

『
朱
子
語
類
』「
性
理
二
・
性
情
心
意
等
名
義
」
第
二
十
條
に
「
太
極
是
理
、
形
而

上
者
。
陰
陽
是
氣
、
形
而
下
者
」
と
あ
る
。

四
十

王
陽
明
『
傳
習

』「
答
陸
原
靜
書
」
に
「
理
者
、
氣
之
條
理
。
氣
者
、
理
之
運

用
。
無
條
理
則
不
能
運
用
。
無
運
用
則
亦
無
以
見
其
所
謂
條
理
者
矣
」
と
あ
る
。

四
十
一

李
退
溪
は
、
名
は
滉
、
字
は
景
浩
、
季
浩
。
退
溪
、
陶
翁
、
清
涼
山
人
、
眞
宝
人

と
號
し
た
。
諡
號
は
文
純
。
李
氏
朝
鮮
の
有
名
な
儒
學
者
で
、
朱
子
學
の
代
表
人

物
。

四
十
二

奇
高
峰
は
、
名
は
大
升
、
字
は
明
彦
、
號
は
高
峰
、
李
退
溪
の
弟
子
。

四
十
三

鄭
秋
巒
は
、
名
は
之
雲
、
字
は
靜
而
、
秋
巒
は
そ
の
號
。

四
十
四

羅
安
憲
「
李
退
溪
與
奇
高
峰
關
於
四
端
七
情
的
論
辯
」（『
孔
子
研
究
』
二
〇
〇
九

年
第
四
期
）
を
參
照
。

四
十
五

李
甦
平
「
論
奇
大
升
理
氣
混
淪
的
儒
學
思
想
」（『
社
會
科
學

線
』
二
〇
一
五
年

第
一
期
）
を
參
照
。

四
十
六

允
吉
は
、
字
は
吉
哉
、
號
は
友
松
堂
。

四
十
七

金
誠
一
は
、
字
は
士
純
、
號
は
鶴
峯
。
諡
號
は
文
忠
公
。

四
十
八

劉
永
連
、
謝
詳
偉「
華
夷
秩
序

大
化
與
朝
鮮
、
日
本
之
間
相
互
認
識
的
偏
差
｜

以
庚
寅
朝
鮮
通
信
日
本
爲
例
」（『
世
界

史
』二
〇
一
五
年
第
二
期
、
中
國
社
會

科
學
院
世
界

史
研
究
所
）
を
參
照
。

四
十
九

『
海
行
摠
載
』
第
二

（
朝
鮮
群
書
大
系
續
々
第
四
輯
、
朝
鮮
古
書
刊
行
會
、
一

九
一
四
）
所
収
。

五
十

『
海
行
摠
載
』
第
三

（
朝
鮮
群
書
大
系
續
々
第
五
輯
、
朝
鮮
古
書
刊
行
會
、
一

九
一
四
）
所
収
。
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関

林
羅
山
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
に
關
す
る
考
察


